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1 

Ⅰ. はじめに 

1. 概要 

本補足説明資料は，以下の説明書についての内容を補足するものである。 

本補足説明資料と添付書類との関連を表－1に示す。 

 

・Ⅴ-1-1-2「発電用原子炉施設の自然現象等による損傷の防止に関する説明書」のうち， 

Ⅴ-1-1-2-3「竜巻への配慮に関する説明書」 
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1.1 外部事象防護対象施設のうち竜巻の影響を考慮する施設の抽出 

について 
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1-1-1 

1. 外部事象防護対象施設のうち竜巻の影響を考慮する施設の抽出について 

  発電所における外部事象防護対象施設等（注記）から，以下の手順により，外部事象防護対象施

設のうち竜巻の影響を考慮する施設を抽出した。 

 

Step1：安全重要度分類のクラス１，クラス２及びクラス３に属する構築物，系統及び機器並

びに安全機能を有しない構築物，系統及び機器のうち外部事象防護対象施設等を抽出

する。 

注記：外部事象に対し必要な構築物，系統及び機器（発電用原子炉を停止するため，また停止

状態にある場合は引き続きその状態を維持するために必要な異常の発生防止の機能又は

異常の影響緩和の機能を有する構築物，系統及び機器）として，安全重要度分類のクラ

ス１，クラス２及び安全評価＊上その機能に期待するクラス３に属する構築物，系統及

び機器並びにそれを内包する区画を含む。 

＊：運転時の異常な過渡変化及び設計基準事故解析 

また，外部事象防護対象施設を内包する建屋（外部事象防護対象施設となる建屋を

除く。）は，機械的強度を有すること等により，内包する外部事象防護対象施設の

安全機能を損なわない設計及び外部事象防護対象施設へ波及的影響を及ぼさない設

計とする。ここで，外部事象防護対象施設及び外部事象防護対象施設を内包する建

屋を併せて，外部事象防護対象施設等という。 

上記以外の安全施設については，竜巻及びその随伴事象に対して機能維持すること若

しくは竜巻及びその随伴事象による損傷を考慮して代替設備により必要な機能を確保す

ること，安全上支障のない期間での修復等の対応を行うこと又はそれらを適切に組み合

わせることにより，その安全機能を損なわないことを確認する。 

 

Step2：外部事象防護対象施設等として抽出された設備の設置場所を確認し，竜巻襲来時に風

圧，気圧差及び設計飛来物等衝突の影響を受ける屋外施設（外部事象防護対象施設を

内包する区画を含む）を外部事象防護対象施設のうち竜巻の影響を考慮する施設とす

る。 

 

Step3：屋内施設であるが外気と繋がっているため，竜巻襲来時に気圧差の影響を受ける施設

を外部事象防護対象施設のうち竜巻の影響を考慮する施設とする。 

 

Step4：外殻となる施設等による防護機能が期待できない区画の内部に配置されている外部事

象防護対象施設は，竜巻襲来時に風圧，気圧差及び設計飛来物衝突の影響を受けるた

め，外部事象防護対象施設のうち竜巻の影響を考慮する施設とする。 

なお，外殻による防護機能に期待できるかは，外殻となる施設等の竜巻荷重に対す

る構造健全性の確認結果により，設計飛来物の衝突等による開口部の開放又は開口部

建具の貫通の観点から，外部事象防護対象施設のうち竜巻の影響を考慮する施設を抽

出する。 
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1-1-2 

 

 

2. 抽出結果 

2.1 外部事象防護対象施設等 

図 2-1 に，外部事象防護対象施設等の抽出フローを示す。 

(1) 外部事象防護対象施設 

「1. 抽出方針」に従い，外部事象防護対象施設を抽出した。 

(2) 外部事象防護対象施設を内包する区画 

外部事象防護対象施設を内包する区画を以下のとおり抽出した。 

a．原子炉建屋（原子炉圧力容器，原子炉再循環ポンプ等を内包） 

b．タービン建屋（気体廃棄物処理系隔離弁等を内包） 

c．使用済燃料乾式貯蔵建屋（使用済燃料乾式貯蔵容器を内包） 

d．軽油貯蔵タンクタンク室（軽油貯蔵タンクを内包） 

e．排気筒モニタ建屋（排気筒モニタを内包） 

 

なお，抽出結果は，外部事象防護対象施設のうち竜巻の影響を考慮する施設の抽出結果ととも

に整理し，次項の表 2-1 に示す。  
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1-1-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 外部事象防護対象施設等の抽出フロー 

 

2.2 外部事象防護対象施設等のうち外部事象防護対象施設のうち竜巻の影響を考慮する施設 

外部事象防護対象施設等のうち外部事象防護対象施設のうち竜巻の影響を考慮する施設の抽

出フローを図 2-2 に示し，その結果を表 2-1 に示す。 

  

※１：運転時の異常な過渡変化及び設計基準事故解析 
※２：竜巻及びその随伴事象に対して機能維持すること，竜巻及びその随伴事象による

損傷を考慮して，代替設備により必要な機能を確保すること又は安全上支障のな

い期間に修復すること等の対応が可能であることを確認する。 

Step1 

① 
クラス１， 

クラス２に属する 
構築物等 

 

YES 

NO 

・安全重要度分類のクラス１，クラス２ 
及びクラス３に属する構築物，系統及 
び機器 

・安全機能を有しない構築物，系統及び 
機器 

YES 

NO 

② 
安全評価※１上 

期待するクラス３に 
属する構築物等 

 

NO 
①及び②を 

内包する区画 
 
 

YES 

その他の施設※２ 
「外部事象防護対象施設 

に波及的影響を及ぼし得る 

施設」の抽出へ 

外部事象防護対象施設 
外部事象防護対象施設を内包する建屋 

（外部事象防護対象施設である建屋を除く） 

外部事象防護対象施設等 
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1-1-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図 2-2 外部事象防護対象施設等のうち外部事象防護対象施設のうち竜巻の影響を考慮する施設の

抽出フロー 

NO 

外部事象防護対象施設等 

(a)中央制御室換気系隔離弁， 

 ファン及びダクト 

(b)非常用ディーゼル発電機室

換気系ダクト 

(c)高圧炉心スプレイ系ディー

ゼル発電機室換気系ダクト 

(d)原子炉建屋換気系隔離弁及

びダクト（原子炉建屋原子

炉棟貫通部） 

 

(a)中央制御室換気系隔離弁及びフ

ァン（空気調和器含む。） 

(b)中央制御室換気系フィルタユニ

ット 

(c)原子炉建屋換気系隔離弁及びダ

クト（原子炉建屋原子炉棟貫通

部） 

(d)非常用電源盤（電気室） 

(e)使用済燃料プール 

(f)燃料プール冷却浄化系真空破壊

弁 

(g)燃料交換機 

(h)原子炉建屋天井クレーン 

(i)非常用ガス処理系設備及び非常

用ガス再循環系設備 

(j)使用済燃料乾式貯蔵容器 

(k)使用済燃料乾式貯蔵建屋天井ク

レーン 
  

＜評価対象外＞ 
・原子炉圧力容器 
・原子炉再循環ポンプ 他

(a)非常用ディーゼル発電機（高圧炉

心スプレイ系ディーゼル発電機を

含む。）吸気口 

(b)非常用ディーゼル発電機（高圧炉

心スプレイ系ディーゼル発電機を

含む。）ルーフベントファン 

(c)中央制御室換気系冷凍機（配管，

弁含む。） 

(d)残留熱除去系海水系ポンプ（配

管，弁含む。） 

(e)非常用ディーゼル発電機（高圧炉

心スプレイ系ディーゼル発電機を

含む。）用海水ポンプ（配管，弁

含む。） 

(f)残留熱除去系海水系ストレーナ 

(g)非常用ディーゼル発電機（高圧炉

心スプレイ系ディーゼル発電機を

含む。）用海水ストレーナ 

(h)非常用ガス処理系排気筒 

(i)主排気筒 

(j)排気筒モニタ 

(k)原子炉建屋 

(l)放水路ゲート 

 

＜以下，外部事象防護対象施設を 

内包する区画＞ 

(m)タービン建屋 

(n)使用済燃料乾式貯蔵建屋 

(o)軽油貯蔵タンクタンク室 

(p)排気筒モニタ建屋 

 

YES 

NO NO 屋外施設 
(外部事象防護対象施設を

内包する区画 
含む) 

外殻となる施設による 
防護機能が期待でき 

ない施設(※) 

屋内の施設で 
外気と繋がっている 

施設 

［外部事象防護対象施設のうち竜巻の影響を考慮する施設］ 

※ 
外部事象防護対象施設を内包する区画の構造健全性を確認し， 
開口部，建具などの防護機能を期待できない区画に配置される 
外部事象防護対象施設を抽出 

Step2 Step3 Step4

YES YES 
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炉

心
形

状
の

維

持
機

能
 

炉
心

支
持

構
造

物
（

炉
心

シ

ュ
ラ

ウ
ド

，
シ

ュ
ラ

ウ
ド

サ

ポ
ー

ト
，

上
部

格
子

板
，

炉

心
支

持
板

，
制

御
棒

案
内

管
）

，
燃

料
集

合
体

（
た

だ

し
，

燃
料

を
除

く
。

）
 

・
炉

心
シ

ュ
ラ

ウ
ド

 

・
シ

ュ
ラ

ウ
ド

サ
ポ

ー
ト

 

・
上

部
格

子
板

 

・
炉

心
支

持
板

 

・
燃

料
支

持
金

具
 

・
制

御
棒

案
内

管
 

・
制

御
棒

駆
動

機
構

ハ
ウ

ジ
ン

グ
 

・
燃

料
集

合
体

の
下

記
部

分
 

上
部

タ
イ

プ
レ

ー
ト

 

下
部

タ
イ

プ
レ

ー
ト

 

・
燃

料
集

合
体

（
ス

ペ
ー

サ
）

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

 
 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず

 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響

を
考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）
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1-1-6

表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
2／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｍ
Ｓ

－
１

 

1
)
 
異
常

状
態

発
生

時

に
原

子
炉

を
緊

急

に
停

止
し

，
残

留

熱
を

除
去

し
，

原

子
炉

冷
却

材
圧

力

バ
ウ

ン
ダ

リ
の

過

圧
を

防
止

し
，

敷

地
周

辺
公

衆
へ

の

過
度

の
放

射
線

の

影
響

を
防

止
す

る

構
築

物
，

系
統

及

び
機

器
 

1
)
 
原

子
炉

の
緊

急

停
止

機
能

 

原
子

炉
停

止
系

の
制

御
棒

に

よ
る

系
（

制
御

棒
及

び
制

御

棒
駆

動
系

（
ス

ク
ラ

ム
機

能
）

）
 

・
制

御
棒

 

・
制

御
棒

案
内

管
 

・
制

御
棒

駆
動

機
構

 
○

 
―

※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

2
)
 
未

臨
界

維
持

機

能
 

原
子

炉
停

止
系

（
制

御
棒

に

よ
る

系
，

ほ
う

酸
水

注
入

系
）

 

・
制

御
棒

 

・
制

御
棒

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

 

・
制

御
棒

駆
動

機
構

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

 

・
ほ

う
酸

水
注

入
系

 

（
ほ

う
酸

水
注

入
ポ

ン

プ
，

注
入

弁
，

タ
ン

ク

出
口

弁
，

ほ
う

酸
水

貯

蔵
タ

ン
ク

，
ポ

ン
プ

吸

込
配

管
及

び
弁

，
注

入

配
管

及
び

弁
）

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

3
)
 
原

子
炉

冷
却

材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
の

過
圧

防
止

機
能

 

逃
が

し
安

全
弁

（
安

全
弁

と

し
て

の
開

機
能

）
 

・
逃

が
し

安
全

弁
 

（
安

全
弁

開
機

能
）

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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1-1-7

表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施
設
の

抽
出

結
果

（
3／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｍ
Ｓ

－
１

 

1
)
 
異
常

状
態

発
生

時

に
原

子
炉

を
緊

急

に
停

止
し

，
残

留

熱
を

除
去

し
，

原

子
炉

冷
却

材
圧

力

バ
ウ

ン
ダ

リ
の

過

圧
を

防
止

し
，

敷

地
周

辺
公

衆
へ

の

過
度

の
放

射
線

の

影
響

を
防

止
す

る

構
築

物
，

系
統

及

び
機

器
 

 

4
)
 
原

子
炉

停
止

後

の
除

熱
機

能
 

残
留

熱
を

除
去

す
る

系
統

（
残

留
熱

除
去

系
（

原
子

炉
 

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）
，

原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

，
高

圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
，

逃
が

し

安
全

弁
，

（
手

動
逃

が
し

機

能
）

，
自

動
減

圧
系

（
手

動

逃
が

し
機

能
）

）
 

・
残

留
熱

除
去

系
 

（
ポ

ン
プ

，
熱

交
換

器
，

原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ

ー
ド

の
ル

ー
ト

と
な

る

配
管

，
弁

）
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

・
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

 

（
ポ

ン
プ

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

，
タ

ー

ビ
ン

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ

ン
・

プ
ー

ル
か

ら
注

水

先
ま

で
の

配
管

，
弁

）
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

・
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

 

（
ポ

ン
プ

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

，
サ

プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル

か
ら

ス
プ

レ
イ

先
ま

で

の
配

管
，

弁
，

ス
プ

レ

イ
ヘ

ッ
ダ

）
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

・
逃

が
し

安
全

弁
 

（
手

動
逃

が
し

機
能

）
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

・
自

動
減

圧
系

 

（
手

動
逃

が
し

機
能

）
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の
記

載
は

，
当

該
系

の
施

設
を

代
表

し
て

記
載

し
，

直
接

関
連

系
及

び
間

接
関

連
系

の
記

載
は

省
略

し
た

。
（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響

を
考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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1-1-8

表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
4／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｍ
Ｓ

－
１

 

1
)
 
異
常

状
態

発
生

時

に
原

子
炉

を
緊

急

に
停

止
し

，
残

留

熱
を

除
去

し
，

原

子
炉

冷
却

材
圧

力

バ
ウ

ン
ダ

リ
の

過

圧
を

防
止

し
，

敷

地
周

辺
公

衆
へ

の

過
度

の
放

射
線

の

影
響

を
防

止
す

る

構
築

物
，

系
統

及

び
機

器
 

 

5
)
 
炉

心
冷

却
機

能
 

非
常

用
炉

心
冷

却
系

（
低

圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
，

低
圧

注

水
系

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ

系
，

自
動

減
圧

系
）

 

・
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

 

（
ポ

ン
プ

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

，
サ

プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル

か
ら

ス
プ

レ
イ

先
ま

で

の
配

管
，

弁
，

ス
プ

レ

イ
ヘ

ッ
ダ

）
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

・
残

留
熱

除
去

系
（

低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（
ポ

ン

プ
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
，

サ
プ

レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

か

ら
注

水
先

ま
で

の
配

管
，

弁
（

熱
交

換
器

バ

イ
パ

ス
ラ

イ
ン

含

む
）

，
注

水
ヘ

ッ
ダ

）
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

・
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

 

（
ポ

ン
プ

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

，
サ

プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル

か
ら

ス
プ

レ
イ

先
ま

で

の
配

管
，

弁
，

ス
プ

レ

イ
ヘ

ッ
ダ

）
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

・
自

動
減

圧
系

 

（
逃

が
し

安
全

弁
）

 
○

 
―

※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の
記

載
は

，
当

該
系

の
施

設
を

代
表

し
て

記
載

し
，

直
接

関
連

系
及

び
間

接
関

連
系

の
記

載
は

省
略

し
た

。
（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮

す
る

施
設
に

関
す

る
も
の

を
記

載
）

 
※

２
：

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

と
し

て
抽

出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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1-1-9

表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
5／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能

維
持
す

る
又

は
竜

巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象

に
よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備

に

よ
る
機

能
維

持
や

安
全

上
支

障
の

な
い

期

間
で

の
修

復
等

の
対

応
可

能
 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｍ
Ｓ

－
１

 

1
)
 
異
常

状
態

発
生

時

に
原

子
炉

を
緊

急

に
停

止
し

，
残

留

熱
を

除
去

し
，

原

子
炉

冷
却

材
圧

力

バ
ウ

ン
ダ

リ
の

過

圧
を

防
止

し
，

敷

地
周

辺
公

衆
へ

の

過
度

の
放

射
線

の

影
響

を
防

止
す

る

構
築

物
，

系
統

及

び
機

器
 

 

6
)
 
放

射
性

物
質

の

閉
じ

込
め

機

能
，

放
射

線
の

遮
へ

い
及

び
放

出
低

減
機

能
 

原
子

炉
格

納
容

器
，

原
子

炉
格

納
容

器
隔

離
弁

，
原

子
炉

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
，

原
子

炉
建

屋
，

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

，
非

常
用

再
循

環
ガ

ス
処

理

系
，

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

 

・
格

納
容

器
（

格
納

容
器

本

体
，

貫
通

部
，

所
員

用
エ

ア

ロ
ッ

ク
，

機
器

搬
入

ハ
ッ

チ
）

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

・
原

子
炉

建
屋

原
子

炉
棟

 
○

 
―

※
２
 

○
 

×
 

－
 

－
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

・
原

子
炉

建
屋

換
気

系
隔

離

弁
及

び
ダ

ク
ト

（
原

子
炉

建
屋

原
子

炉
棟

貫
通

部
）

 
○

 
―

※
２
 

×
 

〇
 

原
子

炉
建

屋
 

○
 

・
原

子
炉

建
屋

換
気

系
隔

離
弁

及
び

ダ
ク

ト
（

原

子
炉

建
屋

原
子

炉
棟

貫

通
部

）
 

 

・
格

納
容

器
隔

離
弁

及
び

格

納
容

器
バ

ウ
ン

ダ
リ

配
管

 
○

 
―

※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

・
主

蒸
気

流
量

制
限

器
 

 
○

 
―

※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

・
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー

ド
）

（
ポ

ン
プ

，
熱

交
換

器
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
か

ら
ス

プ
レ

イ
先

（
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
及

び
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

気
相

部
）

ま
で

の
配

管
，

弁
，

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

及
び

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
）

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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1-1-10

表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
6／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｍ
Ｓ

－
１

 

1
)
 
異
常

状
態

発
生

時

に
原

子
炉

を
緊

急

に
停

止
し

，
残

留

熱
を

除
去

し
，

原

子
炉

冷
却

材
圧

力

バ
ウ

ン
ダ

リ
の

過

圧
を

防
止

し
，

敷

地
周

辺
公

衆
へ

の

過
度

の
放

射
線

の

影
響

を
防

止
す

る

構
築

物
，

系
統

及

び
機

器
 

6
)
 
放

射
性

物
質

の

閉
じ

込
め

機

能
，

放
射

線
の

遮
へ

い
及

び
放

出
低

減
機

能
 

原
子

炉
格

納
容

器
，

原
子

炉

格
納

容
器

隔
離

弁
，

原
子

炉

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
，

原
子

炉
建

屋
，

非
常

用

ガ
ス

処
理

系
，

非
常

用
再

循

環
ガ

ス
処

理
系

，
可

燃
性

ガ

ス
濃

度
制

御
系

 

・
原

子
炉

建
屋

ガ
ス

処
理

系
 

（
乾

燥
装

置
，

排
風

機
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

，
原

子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
吸

込

口
か

ら
排

気
筒

頂
部

ま

で
の

配
管

，
弁

）
 

○
 

―
※
２
 

○
 

×
 

―
 

―
 

・
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
 

排
気

筒
 

・
主

排
気

筒
 

 

×
 

○
 

原
子

炉
建

屋
 

○
 

・
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
設

備
 

・
非

常
用

ガ
ス

再
循

環
系

設
備

 

・
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系
 

（
再

結
合

装
置

，
格

納
容

器
か

ら
再

結
合

装
置

ま

で
の

配
管

，
弁

，
再

結

合
装

置
か

ら
格

納
容

器

ま
で

の
配

管
，

弁
）

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

・
遮

へ
い

設
備

（
原

子
炉

遮
へ

い
壁

，
一

次
遮

へ

い
壁

，
）

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

・
遮

蔽
設

備
（

二
次

遮
へ

い
壁

）
 

○
 

―
※
２
 

○
 

×
 

－
 

－
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

2
)
 
安
全

上
必

須
な

そ

の
他

の
構

築
物

，

系
統

及
び

機
器

 

1
)
 
工

学
的

安
全

施

設
及

び
原

子
炉

停
止

系
へ

の
作

動
信

号
の

発
生

機
能

 

安
全

保
護

系
 

・
原

子
炉

緊
急

停
止

の
安

全
保

護
回

路
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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1-1-11

表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
7／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｍ
Ｓ

－
１

 

2
)
 
安
全

上
必

須
な

そ

の
他

の
構

築
物

，

系
統

及
び

機
器

 

1
)
 
工

学
的

安
全

施

設
及

び
原

子
炉

停
止

系
へ

の
作

動
信

号
の

発
生

機
能

 

安
全

保
護

系
 

・
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作

動
の

安
全

保
護

回
路

 

・
原

子
炉

格
納

容
器

隔
離

の
安

全
保

護
回

路
 

・
原

子
炉

建
屋

ガ
ス

処
理

系
作

動
の

安
全

保
護

回

路
 

・
主

蒸
気

隔
離

の
安

全
保

護
回

路
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

2
)
 
安

全
上

特
に

重

要
な

関
連

機
能

 

非
常

用
所

内
電

源
系

，
制

御

室
及

び
そ

の
遮

へ
い

・
非

常

用
換

気
空

調
系

，
非

常
用

補

機
冷

却
水

系
，

直
流

電
源

系

（
い

ず
れ

も
，

Ｍ
Ｓ

-
1
関

連

の
も

の
）

 

・
非

常
用

所
内

電
源

系
 

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル

機
関

，
発

電
機

，
発

電
機

か
ら

非

常
用

負
荷

ま
で

の
配

電

設
備

及
び

電
路

）
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
タ

ン
ク

室
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 

・
軽

油
貯

蔵
タ

ン
ク

タ
ン

ク
室

 

 

○
 

×
 

－
 

－
 

・
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

吸
気

口
 

・
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

吸

気
口

 

・
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

室
ル

ー
フ

ベ
ン

ト

フ
ァ

ン
 

・
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

室

ル
ー

フ
ベ

ン
ト

フ
ァ

ン
 

 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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1-1-12

表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
8／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｍ
Ｓ

－
１

 

2
)
 
安
全

上
必

須
な

そ

の
他

の
構

築
物

，

系
統

及
び

機
器

 

2
)
 
安

全
上

特
に

重

要
な

関
連

機
能

 

非
常

用
所

内
電

源
系

，
制

御

室
及

び
そ

の
遮

へ
い

・
非

常

用
換

気
空

調
系

，
非

常
用

補

機
冷

却
水

系
，

直
流

電
源

系

（
い

ず
れ

も
，

Ｍ
Ｓ

-
1
関

連

の
も

の
）

 

・
非

常
用

所
内

電
源

系
 

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル

機
関

，
発

電
機

，
発

電
機

か
ら

非

常
用

負
荷

ま
で

の
配

電

設
備

及
び

電
路

）
 

○
 

―
※
２
 

○
 

×
 

－
 

－
 

・
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

室
換

気
系

ダ
ク

ト
 

・
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

室

換
気

系
ダ

ク
ト

 

 

・
中

央
制

御
室

及
び

中
央

制
御

室
遮

へ
い

 
○

 
―

※
２
 

○
 

×
 

－
 

－
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

・
中

央
制

御
室

換
気

空
調

系
 

（
放

射
線

防
護

機
能

及
び

有
毒

ガ
ス

防
護

機
能

）
 

（
非

常
用

再
循

環
送

風

機
，

非
常

用
再

循
環

フ

ィ
ル

タ
装

置
，

空
調

ユ

ニ
ッ

ト
，

送
風

機
，

排

風
機

，
ダ

ク
ト

及
び

ダ

ン
パ

）
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

○
 

×
 

－
 

－
 

・
中

央
制

御
室

換
気

系
冷

凍
機

（
配

管
，

弁
含

む
）

 

 

×
 

○
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
中

央
制

御
室

換
気

系
ダ

ク
ト

 
 

×
 

○
 

原
子

炉
建

屋
 

○
 

・
中

央
制

御
室

換
気

系
隔

離
弁

，
フ

ァ
ン

（
空

気

調
和

器
含

む
。

）
及

び
，

フ
ィ

ル
タ

ユ
ニ

ッ

ト
 

 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載
）

 
※

２
：

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

と
し

て
抽

出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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1-1-13

表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
9／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｍ
Ｓ

－
１

 

2
)
 
安
全

上
必

須
な

そ

の
他

の
構

築
物

，

系
統

及
び

機
器

 

2
)
 
安

全
上

特
に

重

要
な

関
連

機
能

 

非
常

用
所

内
電

源
系

，
制

御

室
及

び
そ

の
遮

へ
い

・
非

常

用
換

気
空

調
系

，
非

常
用

補

機
冷

却
水

系
，

直
流

電
源

系

（
い

ず
れ

も
，

Ｍ
Ｓ

-
1
関

連

の
も

の
）

 

・
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

 

（
ポ

ン
プ

，
熱

交
換

器
，

配
管

，
弁

，
ス

ト
レ

ー

ナ
（

Ｍ
Ｓ

-
1
関

連
）

）
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

○
 

×
 

－
 

－
 

・
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

ポ
ン

プ
（

配
管

，
弁

含

む
）

 

・
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

ス
ト

レ
ー

ナ
 

・
取

水
路

※
３
（

屋
外

ト

レ
ン

チ
含

む
）

 

 

・
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
海

水
系

（
ポ

ン
プ

，
配

管
，

弁
，

ス
ト

レ
ー

ナ
）

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

○
 

×
 

－
 

－
 

・
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

用
海

水
ポ

ン
プ

（
配

管
，

弁
含

む
）

 

・
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

用

海
水

ポ
ン

プ
（

配
管

，

弁
含

む
）

 

・
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

用
海

水
ス

ト
レ

ー
ナ

 

・
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

用

海
水

ス
ト

レ
ー

ナ
 

・
取

水
路

※
３
（

屋
外

ト

レ
ン

チ
含

む
）

 

 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の
記

載
は

，
当

該
系

の
施

設
を

代
表

し
て

記
載

し
，

直
接

関
連

系
及

び
間

接
関

連
系

の
記

載
は

省
略

し
た

。
（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮

す
る

施
設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 
※

３
：

取
水

路
は

，
竜

巻
の

影
響

に
よ

り
閉

塞
す

る
こ

と
は

考
え

難
い

た
め

，
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮

す
る

施
設

と
し

な
い

。
 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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1-1-14

表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
1
0／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｍ
Ｓ

－
１

 

2
)
 
安
全

上
必

須
な

そ

の
他

の
構

築
物

，

系
統

及
び

機
器

 

2
)
 
安

全
上

特
に

重

要
な

関
連

機
能

 

非
常

用
所

内
電

源
系

，
制

御

室
及

び
そ

の
遮

へ
い

・
非

常

用
換

気
空

調
系

，
非

常
用

補

機
冷

却
水

系
，

直
流

電
源

系

（
い

ず
れ

も
，

Ｍ
Ｓ

-
1
関

連

の
も

の
）

 

・
直

流
電

源
系

（
蓄

電

池
，

蓄
電

池
か

ら
非

常

用
負

荷
ま

で
の

配
電

設

備
及

び
電

路
（

Ｍ
Ｓ

-
1

関
連

）
）

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

○
 

・
非

常
用

電
源

盤
 

（
電

気
室

）
 

 

・
計

測
制

御
電

源
系

（
蓄

電
池

か
ら

非
常

用
計

測

制
御

装
置

ま
で

の
配

電

設
備

及
び

電
路

（
Ｍ

Ｓ
-

1
関

連
）

）
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

そ
の

他
 

・
放

水
路

ゲ
ー

ト
 

○
 

―
※
２
 

○
 

×
 

―
 

―
 

・
放

水
路

ゲ
ー

ト
 

 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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1-1-15

表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
1
1／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｐ
Ｓ

－

２
 

 

1
)
 
そ
の

損
傷

又
は

故
障

に
よ

り
発

生
す

る
事

象
に

よ
っ

て
，

炉
心

の
著

し
い

損
傷

又
は

燃
料

の
大

量
の

破
損

を
直

ち
に

引
き

起
こ

す
お

そ
れ

は
な

い
が

，
敷

地
外

へ
の

過
度

の
放

射
性

物
質

の
放

出
の

お
そ

れ
の

あ
る

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

 

1
)
 
原

子
炉

冷
却

材

を
内

蔵
す

る
機

能
（

た
だ

し
，

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
か

ら
除

外
さ

れ
て

い
る

計
装

等
の

小
口

径
の

も
の

及
び

バ
ウ

ン
ダ

リ
に

直
接

接
続

さ
れ

て
い

な
い

も
の

は
除

く
。

）
 

主
蒸

気
系

，
原

子
炉

冷
却

材

浄
化

系
（

い
ず

れ
も

，
格

納

容
器

隔
離

弁
の

外
側

の
み

）
 

・
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

 

（
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

か
ら

外
れ

る

部
分

）
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

・
主

蒸
気

系
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

タ
ー

ビ
ン

建
屋

 
×

 
・

原
子

炉
建
屋

 
 

・
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

供
給

ラ

イ
ン

（
原

子
炉

冷
却

材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
か

ら

外
れ

る
部

分
で

あ
っ

て

外
側

隔
離

弁
下

流
か

ら

タ
ー

ビ
ン

止
め

弁
ま

で
）

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

2
)
 
原

子
炉

冷
却

材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
に

直
接

接
続

さ
れ

て
い

な
い

も
の

で
あ

っ

て
，

放
射

性
物

質
を

貯
蔵

す
る

機
能

 

放
射

性
廃

棄
物

処
理

施
設

（
放

射
能

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

の

大
き

い
も

の
）

，
使

用
済

燃

料
プ

ー
ル

（
使

用
済

燃
料

貯

蔵
ラ

ッ
ク

を
含

む
。

）
 

・
放

射
性

気
体

廃
棄

物
処

理
系

（
活

性
炭

式
希

ガ

ス
ホ

ー
ル

ド
ア

ッ
プ

装

置
）

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

・
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル

（
使

用
済

燃
料

貯
蔵

ラ

ッ
ク

を
含

む
）

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

○
 

・
原

子
炉

建
屋

 

・
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
 

 

・
新

燃
料

貯
蔵

庫
（

臨
界

防
止

す
る

機
能

）
 

（
新

燃
料

貯
蔵

ラ
ッ

ク
）

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の
記

載
は

，
当

該
系

の
施

設
を

代
表

し
て

記
載

し
，

直
接

関
連

系
及

び
間

接
関

連
系

の
記

載
は

省
略

し
た

。
（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮

す
る

施
設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
1
2／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｐ
Ｓ

－
２

 

 

1
)
 
そ
の

損
傷

又
は

故

障
に

よ
り

発
生

す

る
事

象
に

よ
っ

て
，

炉
心

の
著

し

い
損

傷
又

は
燃

料

の
大

量
の

破
損

を

直
ち

に
引

き
起

こ

す
お

そ
れ

は
な

い

が
，

敷
地

外
へ

の

過
度

の
放

射
性

物

質
の

放
出

の
お

そ

れ
の

あ
る

構
築

物
，

系
統

及
び

機

器
 

2
)
 
原

子
炉

冷
却

材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
に

直
接

接
続

さ
れ

て
い

な
い

も
の

で
あ

っ

て
，

放
射

性
物

質
を

貯
蔵

す
る

機
能

 

放
射

性
廃

棄
物

処
理

施
設

（
放

射
能

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

の

大
き

い
も

の
）

，
使

用
済

燃

料
プ

ー
ル

（
使

用
済

燃
料

貯

蔵
ラ

ッ
ク

を
含

む
。

）
 

・
使

用
済

燃
料

乾
式

貯
蔵

容
器

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

使
用

済
燃

料
 

乾
式

貯
蔵

建
屋

 
○

 
 

・
使

用
済

燃
料

乾
式

貯
蔵

建
屋

 

・
使

用
済

燃
料

乾
式

貯
蔵

容
器

 

 

3
 
)
燃

料
を

安
全

に

取
り

扱
う

機
能

 

燃
料

取
扱

設
備

 
・

燃
料

交
換

機
 

・
原

子
炉

建
屋

ク
レ

ー
ン

 

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

○
 

・
原

子
炉

建
屋

 

・
燃

料
交

換
機

 

・
原

子
炉

建
屋

ク
レ

ー
ン

 

 

・
使

用
済

燃
料

乾
式

貯
蔵

建
屋

天
井

ク
レ

ー
ン

 

 
○

 
―

※
２
 

×
 

×
 

使
用

済
燃

料
 

乾
式

貯
蔵

建
屋

 
○

 

・
使

用
済

燃
料

乾
式

貯
蔵

建
屋

 

・
使

用
済

燃
料

乾
式

貯
蔵

建
屋

天
井

ク
レ

ー
ン

 

 

2
)
 
通
常

運
転

時
及

び

運
転

時
の

異
常

な

過
渡

変
化

時
に

作

動
を

要
求

さ
れ

る

も
の

で
あ

っ
て

，

そ
の

故
障

に
よ

り
，

炉
心

冷
却

が

損
な

わ
れ

る
可

能

性
の

高
い

構
築

物
，

系
統

及
び

機

器
 

1
)
 
安

全
弁

及
び

逃

が
し

弁
の

吹
き

止
ま

り
機

能
 

逃
が

し
安

全
弁

 

（
吹

き
止

ま
り

機
能

に
関

連

す
る

部
分

）
 

・
逃

が
し

安
全

弁
（

吹
き

止
ま

り
機

能
に

関
連

す

る
部

分
）

 

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

  
※

１
：

電
気

，
機

械
装

置
の

う
ち

主
な

施
設

の
記

載
は

，
当

該
系

の
施

設
を

代
表

し
て

記
載

し
，

直
接

関
連

系
及

び
間

接
関

連
系

の
記

載
は

省
略

し
た

。
（

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も
の

を
記

載
）

 
※

２
：

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

と
し

て
抽

出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
1
3／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
St

ep
1 

St
ep

2 
St

ep
3 

St
ep

4 
抽

出
結

果
 

備
考

 
定

義
 

機
能

 
構

築
物

，
系

統
又

は
 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｍ
Ｓ

 

－
２

 

1)
 Ｐ

Ｓ
－

２
の

構
築

物
，

系
統

及
び

機

器
の

損
傷

又
は

故

障
に

よ
り

敷
地

周

辺
公

衆
に

与
え

る

放
射

線
の

影
響

を

十
分

小
さ

く
す

る

よ
う

に
す

る
構

築

物
，

系
統

及
び

機

器
 

1)
 燃

料
プ

ー
ル

水

の
補

給
機

能
 

非
常

用
補

給
水

系
 

・
残

留
熱

除
去

系
 

（
ポ

ン
プ

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

，
サ

プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル

か
ら

燃
料

プ
ー

ル
ま

で

の
配

管
，

弁
）

 

○
 

―
※
２

 
×

 
×

 
原

子
炉

建
屋

 
×

 
・

原
子

炉
建
屋

 
 

2)
 放

射
性

物
質

放

出
の

防
止

機
能

 

放
射

性
気

体
廃

棄
物

処
理

系

の
隔

離
弁

，
排

気
筒

（
非

常

用
ガ

ス
処

理
系

排
気

管
の

支

持
機

能
以

外
）

 

・
放

射
性

気
体

廃
棄

物
処

理
系

（
オ

フ
ガ

ス
）

隔

離
弁

 

○
 

―
※
２

 
×

 
×

 
タ

ー
ビ

ン
建

屋
 

×
 

・
タ

ー
ビ

ン
建

屋
 

 

・
排

気
筒

 
○

 
―

※
２

 
○

 
×

 
―

 
―

 
・

排
気

筒
 

 

・
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化

系
の

燃
料

プ
ー

ル
入

口

逆
止

弁
 

○
 

―
※
２

 
×

 
×

 
原

子
炉

建
屋

 
○

 

・
原

子
炉

建
屋

 

・
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化

系
真

空
破

壊
弁

 

 

燃
料

集
合

体
落

下
事

故
時

放

射
能

放
出

を
低

減
す

る
系

 

・
原

子
炉

建
屋

原
子

炉
棟

 
○

 
―

※
２

 
○

 
×

 
―

 
―

 
・

原
子

炉
建
屋

 
 

・
原

子
炉

建
屋

換
気

系
隔

離
弁

及
び

ダ
ク

ト
（

原

子
炉

建
屋

原
子

炉
棟

貫

通
部

）
 

○
 

―
※
２

 
×

 
○

 
原

子
炉

建
屋

 
○

 

・
原

子
炉

建
屋

換
気

系
隔

離
弁

及
び

ダ
ク

ト
（

原

子
炉

建
屋

原
子

炉
棟

貫

通
部

）
 

 

・
原

子
炉

建
屋

ガ
ス

処
理

系
 

○
 

―
※
２

 

○
 

×
 

―
 

―
 

・
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
 

排
気

筒
 

・
主

排
気

筒
 

 

×
 

○
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

・
原

子
炉

建
屋

 
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

○
 

・
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
設

備
 

・
非

常
用

ガ
ス

再
循

環
系

設
備

 

 

 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
1
4／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｍ
Ｓ

 

－
２

 

2
)
 
異
常

状
態

へ
の

対

応
上

特
に

重
要

な

構
築

物
，

系
統

及

び
機

器
 

1
)
 
事

故
時

の
プ

ラ

ン
ト

状
態

の
把

握
機

能
 

事
故

時
監

視
計

器
の

一
部

 
・

中
性

子
束

（
起

動
領

域

計
装

）
 

・
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

用
電

磁
接

触
器

の
状

態
 

・
制

御
棒

位
置

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

―
 

 

・
原

子
炉

水
位

（
広

帯

域
，

燃
料

域
）

 

・
原

子
炉

圧
力

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

―
 

 

・
原

子
炉

格
納

容
器

圧
力

 

・
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
 

・
原

子
炉

格
納

容
器

エ
リ

ア
放

射
線

量
率

（
高

レ

ン
ジ

）
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

―
 

 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
1
5／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｍ
Ｓ

 

－
２

 

2
)
 
異
常

状
態

へ
の

対

応
上

特
に

重
要

な

構
築

物
，

系
統

及

び
機

器
 

1
)
 
事

故
時

の
プ

ラ

ン
ト

状
態

の
把

握
機

能
 

事
故

時
監

視
計

器
の

一
部

 
[
低

温
停

止
へ

の
移

行
]
 

・
原

子
炉

圧
力

 

・
原

子
炉

水
位

（
広

帯

域
）

 

[
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
ス

プ
レ

イ
]
 

・
原

子
炉

水
位

 

（
広

帯
域

，
燃

料
域

）
 

・
原

子
炉

格
納

容
器

圧
力

 

[
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー

ル
冷

却
]
 

・
原

子
炉

水
位

 

（
広

帯
域

，
燃

料
域

）
 

・
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
 

[
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系
 

起
動

]
 

・
原

子
炉

格
納

容
器

水
素

濃
度

 

・
原

子
炉

格
納

容
器

酸
素

濃
度

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

原
子
炉

建
屋

 
 

2
)
 
異

常
状

態
の

緩

和
機

能
 

Ｂ
Ｗ

Ｒ
に

は
対

象
機

能
な

し
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

3
)
 
制

御
室

外
か

ら

の
安

全
停

止
機

能
 

制
御

室
外

原
子

炉
停

止
装

置

（
安

全
停

止
に

関
連

す
る

も

の
）

 

・
制

御
室

外
原

子
炉

停
止

装
置

（
安

全
停

止
に

関

連
す

る
も

の
）

の
操

作

回
路

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

原
子
炉

建
屋

 
 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の
記

載
は

，
当

該
系

の
施

設
を

代
表

し
て

記
載

し
，

直
接

関
連

系
及

び
間

接
関

連
系

の
記

載
は

省
略

し
た

。
（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮

す
る

施
設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず

 

24



 

 

1-1-20

表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
1
6／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｐ
Ｓ

－
３

 

1
)
 
異
常

状
態

の
起

因

事
象

と
な

る
も

の

で
あ

っ
て

Ｐ
Ｓ

－

１
，

Ｐ
Ｓ

－
２

以

外
の

構
築

物
，

系

統
及

び
機

器
 

1
)
 
原

子
炉

冷
却

材

保
持

機
能

（
Ｐ

Ｓ
－

１
，

Ｐ
Ｓ

－
２

以
外

の
も

の
)
 

計
装

配
管

，
試

料
採

取
管

 
・

計
装

配
管

，
弁

 

・
試

料
採

取
管

，
弁

 

・
ド

レ
ン

配
管

，
弁

 

・
ベ

ン
ト

配
管

，
弁

 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

2
)
 
原

子
炉

冷
却

材

の
循

環
機

能
 

原
子

炉
再

循
環

系
 

・
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン

プ
，

配
管

，
弁

，
ラ

イ

ザ
ー

管
（

炉
内

）
，

ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

3
)
 
放

射
性

物
質

の

貯
蔵

機
能

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水

排
水

系
，

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
，

放
射

性
廃

棄
物

処
理

施

設
（

放
射

能
イ

ン
ベ

ン
ト

リ

の
小

さ
い

も
の

）
 

 

・
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

 

 
×

 

○
 

（
必

要
に

応
じ

プ
ラ

ン
ト

を
 

 
停

止
し

，
補

修
を

行
う

。
）

 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
液

体
廃

棄
物

処
理

系
 

（
低

電
導

度
廃

液
収

集

槽
，

高
電

導
度

廃
液

収

集
槽

）
 

×
 

○
 

（
補

修
を

実
施

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
固

体
廃

棄
物

処
理

系
 

（
Ｃ

Ｕ
Ｗ

粉
末

樹
脂

沈
降

分
離

槽
，

使
用

済
樹

脂

槽
，

濃
縮

廃
液

タ
ン

ク
，

固
体

廃
棄

物
貯

蔵

庫
（

ド
ラ

ム
缶

）
）

 

×
 

○
 

（
補

修
を

実
施

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
給

水
加

熱
器

保
管

庫
 

×
 

○
 

（
補

修
を

実
施

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
1
7／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｐ
Ｓ

－
３

 

1
)
 
異
常

状
態

の
起

因

事
象

と
な

る
も

の

で
あ

っ
て

Ｐ
Ｓ

－

１
，

Ｐ
Ｓ

－
２

以

外
の

構
築

物
，

系

統
及

び
機

器
 

3
)
 
放

射
性

物
質

の

貯
蔵

機
能

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水

排
水

系
，

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
，

放
射

性
廃

棄
物

処
理

施

設
（

放
射

能
イ

ン
ベ

ン
ト

リ

の
小

さ
い

も
の

）
 

 

・
セ

メ
ン

ト
混

錬
固

化
装

置
及

び
雑

固
体

減
容

処

理
設

備
（

液
体

及
び

固

体
の

放
射

性
廃

棄
物

処

理
系

）
 

×
 

○
 

（
補

修
を

実
施

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

新
燃

料
貯

蔵
庫

 

 

・
新

燃
料

貯
蔵

庫
 

（
新

燃
料

貯
蔵

ラ
ッ

ク
）

 
×

 
○

 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

4
)
 
電

源
供

給
機

能

（
非

常
用

を
除

く
）

 

タ
ー

ビ
ン

，
発

電
機

及
び

そ

の
励

磁
装

置
，

復
水

系
（

復

水
器

を
含

む
）

，
給

水
系

，

循
環

水
系

，
送

電
線

，
変

圧

器
，

開
閉

所
 

 

・
発

電
機

及
び

そ
の

励
磁

装

置
 

（
発

電
機

，
励

磁
器

）
 

×
 

○
 

（
必

要
に

応
じ

プ
ラ

ン
ト

を
 

 
停

止
し

，
補

修
を

行
う

。
）

 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
蒸

気
タ

ー
ビ

ン
 

（
主

タ
ー

ビ
ン

，
主

要

弁
，

配
管

）
 

×
 

○
 

（
必

要
に

応
じ

プ
ラ

ン
ト

を
 

 
停

止
し

，
補

修
を

行
う

。
）

 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
復

水
系

（
復

水
器

を
含

む
）

 

（
復

水
器

，
復

水
ポ

ン

プ
，

配
管

／
弁

）
 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
給

水
系

 

（
電

動
駆

動
給

水
ポ

ン

プ
，

タ
ー

ビ
ン

駆
動

給

水
ポ

ン
プ

，
給

水
加

熱

器
，

配
管

／
弁

）
 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
1
8／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｐ
Ｓ

－
３

 

1
)
 
異
常

状
態

の
起

因

事
象

と
な

る
も

の

で
あ

っ
て

Ｐ
Ｓ

－

１
，

Ｐ
Ｓ

－
２

以

外
の

構
築

物
，

系

統
及

び
機

器
 

4
)
 
電

源
供

給
機

能

（
非

常
用

を
除

く
）

 

タ
ー

ビ
ン

，
発

電
機

及
び

そ

の
励

磁
装

置
，

復
水

系
（

復

水
器

を
含

む
）

，
給

水
系

，

循
環

水
系

，
送

電
線

，
変

圧

器
，

開
閉

所
 

 

・
循

環
水

系
 

（
循

環
水

ポ
ン

プ
，

配
管

／
弁

）
 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

（
屋

外
設

備
は

，
必

要
に

応
じ

 

プ
ラ

ン
ト

を
停

止
し

，
補

修
 

を
行

う
。

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
常

用
所

内
電

源
系

 

（
発

電
機

又
は

外
部

電
源

系
か

ら
所

内
負

荷
ま

で

の
配

電
設

備
及

び
電

路

（
Ｍ

Ｓ
-
1
関

連
以

外
）

）
 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
直

流
電

源
系

 

（
蓄

電
池

，
蓄

電
池

か
ら

常
用

負
荷

ま
で

の
配

電

設
備

及
び

電
路

（
Ｍ

Ｓ
-

1
関

連
以

外
）

）
 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
計

装
制

御
電

源
系

 

（
電

源
装

置
か

ら
常

用
計

測
制

御
装

置
ま

で
の

配

電
設

備
及

び
電

路
（

Ｍ

Ｓ
-
1
関

連
以

外
）

）
 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
送

電
線

 

 
×

 

○
 

(
代

替
設

備
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

 

発
電

機
）

に
よ

り
機

能
維

持
可

能
)
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
1
9／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｐ
Ｓ

－
３

 

1
)
 
異
常

状
態

の
起

因

事
象

と
な

る
も

の

で
あ

っ
て

Ｐ
Ｓ

－

１
，

Ｐ
Ｓ

－
２

以

外
の

構
築

物
，

系

統
及

び
機

器
 

4
)
 
電

源
供

給
機

能

（
非

常
用

を
除

く
）

 

タ
ー

ビ
ン

，
発

電
機

及
び

そ

の
励

磁
装

置
，

復
水

系
（

復

水
器

を
含

む
）

，
給

水
系

，

循
環

水
系

，
送

電
線

，
変

圧

器
，

開
閉

所
 

 

・
変

圧
器

 

（
所

内
変

圧
器

，
起

動
変

圧
器

，
予

備
変

圧
器

，

電
路

）
 

×
 

○
 

(
代

替
設

備
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

 

発
電

機
）

に
よ

り
機

能
維

持
可

能
)
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
開

閉
所

 

（
母

線
，

遮
断

器
，

断
路

器
，

電
路

）
 

×
 

○
 

(
代

替
設

備
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

 

発
電

機
）

に
よ

り
機

能
維

持
可

能
)
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

5
)
 
プ

ラ
ン

ト
計

測
・

制
御

機
能

 

（
安

全
保

護
機

能
を

除
く

）
 

原
子

炉
制

御
系

，
運

転
監

視

補
助

装
置

（
制

御
棒

価
値

ミ

ニ
マ

イ
ザ

）
，

原
子

炉
核

計

装
の

一
部

，
原

子
炉

プ
ラ

ン

ト
プ

ロ
セ

ス
計

装
の

一
部

 

・
原

子
炉

制
御

系
 

（
制

御
棒

価
値

ミ
ニ

マ
イ

ザ
を

含
む

）
 

・
原

子
炉

核
計

装
 

・
原

子
炉

プ
ラ

ン
ト

プ
ロ

セ
ス

計
装

 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

6
)
 
プ

ラ
ン

ト
運

転

補
助

機
能

 

 

所
内

ボ
イ

ラ
，

計
装

用
圧

縮

空
気

系
 

 

・
補

助
ボ

イ
ラ

設
備

 

（
補

助
ボ

イ
ラ

，
給

水
タ

ン
ク

，
給

水
ポ

ン
プ

，

配
管

／
弁

）
 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

（
屋

外
設

備
は

，
必

要
に

応
じ

 

プ
ラ

ン
ト

を
停

止
し

，
補

修
 

を
行

う
。

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
所

内
蒸

気
系

及
び

戻
り

系
 

（
ポ

ン
プ

，
配

管
／

弁
）

 
×

 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

（
屋

外
設

備
は

，
必

要
に

応
じ

 

プ
ラ

ン
ト

を
停

止
し

，
補

修
 

を
行

う
。

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
2
0／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｐ
Ｓ

－
３

 

1
)
 
異
常

状
態

の
起

因

事
象

と
な

る
も

の

で
あ

っ
て

Ｐ
Ｓ

－

１
，

Ｐ
Ｓ

－
２

以

外
の

構
築

物
，

系

統
及

び
機

器
 

6
)
 
プ

ラ
ン

ト
運

転

補
助

機
能

 

 

所
内

ボ
イ

ラ
，

計
装

用
圧

縮

空
気

系
 

 

・
計

装
用

圧
縮

空
気

設
備

 

（
空

気
圧

縮
機

，
中

間
冷

却
器

，
配

管
／

弁
）

 
×

 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

（
屋

外
設

備
は

，
必

要
に

応
じ

 

プ
ラ

ン
ト

を
停

止
し

，
補

修
 

を
行

う
。

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

 

（
原

子
炉

補
機

冷
却

ポ
ン

プ
，

熱
交

換
器

，
配

管

／
弁

）
 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

（
屋

外
設

備
は

，
必

要
に

応
じ

 

プ
ラ

ン
ト

を
停

止
し

，
補

修
 

を
行

う
。

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
タ

ー
ビ

ン
補

機
冷

却
水

系
 

（
タ

ー
ビ

ン
補

機
冷

却
ポ

ン
プ

，
熱

交
換

器
，

配

管
／

弁
）

 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

（
屋

外
設

備
は

，
必

要
に

応
じ

 

プ
ラ

ン
ト

を
停

止
し

，
補

修
 

を
行

う
。

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
タ

ー
ビ

ン
補

機
冷

却
海

水
系

（
補

機
冷

却
海

水

ポ
ン

プ
，

配
管

／
弁

，

ス
ト

レ
ー

ナ
）

 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

（
屋

外
設

備
は

，
必

要
に

応
じ

 

プ
ラ

ン
ト

を
停

止
し

，
補

修
 

を
行

う
。

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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1-1-25

表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
2
1／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｐ
Ｓ

－
３

 

1
)
 
異
常

状
態

の
起

因

事
象

と
な

る
も

の

で
あ

っ
て

Ｐ
Ｓ

－

１
，

Ｐ
Ｓ

－
２

以

外
の

構
築

物
，

系

統
及

び
機

器
 

6
)
 
プ

ラ
ン

ト
運

転

補
助

機
能

 

 

所
内

ボ
イ

ラ
，

計
装

用
圧

縮

空
気

系
 

 

・
復

水
補

給
水

系
 

（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

，
配

管
／

弁
）

 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

（
屋

外
設

備
は

，
必

要
に

応
じ

 

プ
ラ

ン
ト

を
停

止
し

，
補

修
 

を
行

う
。

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

7
)
 
そ

の
他

 
使

用
済

燃
料

乾
式

貯
蔵

建
屋

 
・

使
用

済
燃

料
乾

式
貯

蔵

建
屋

 
×

 
○

 

（
補

修
を

実
施

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

2
)
 
原
子

炉
冷

却
材

中

放
射

性
物

質
濃

度

を
通

常
運

転
に

支

障
の

な
い

程
度

に

低
く

抑
え

る
構

築

物
，

系
統

及
び

機

器
 

1
)
 
核

分
裂

生
成

物

の
原

子
炉

冷
却

材
中

の
放

散
防

止
機

能
 

燃
料

被
覆

管
 

・
燃

料
被

覆
管

 

・
上

/
下

部
端

栓
 

・
タ

イ
ロ

ッ
ド

 
×

 
○

 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

2
)
 
原

子
炉

冷
却

材

の
浄

化
機

能
 

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
，

復

水
浄

化
系

 

 

・
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

 

（
再

生
熱

交
換

器
，

非
再

生
熱

交
換

器
，

Ｃ
Ｕ

Ｗ

ポ
ン

プ
，

ろ
過

脱
塩

装

置
，

配
管

／
弁

）
 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
復

水
浄

化
系

 

（
復

水
脱

塩
装

置
，

配
管

／
弁

）
 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず

 

30



 

 

1-1-26

表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
2
2／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｍ
Ｓ

－
３

 

1
)
 
運
転

時
の

異
常

な

過
渡

変
化

が
あ

っ

て
も

Ｍ
Ｓ

－
１

，

Ｍ
Ｓ

－
２

と
あ

い

ま
っ

て
，

事
象

を

緩
和

す
る

構
築

物
，

系
統

及
び

機

器
 

 

1
)
 
原

子
炉

圧
力

上

昇
の

緩
和

機
能

 

逃
が

し
安

全
弁

（
逃

が
し

弁

機
能

）
，

タ
ー

ビ
ン

バ
イ

パ

ス
弁

 

・
逃

が
し

安
全

弁
（

逃
が

し
弁

機
能

）
 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

原
子
炉

建
屋

 
 

・
タ

ー
ビ

ン
バ

イ
パ

ス
弁

 
○

 
―

※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

原
子
炉

建
屋

 
 

2
)
 
出

力
上

昇
の

抑

制
機

能
 

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
系

（
再

循
環

ポ
ン

プ
ト

リ
ッ

プ

機
能

）
，

制
御

棒
引

抜
監

視

装
置

 

・
原

子
炉

再
循

環
制

御
系

 

・
制

御
棒

引
抜

阻
止

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
 

・
選

択
制

御
棒

挿
入

系
の

操
作

回
路

 

○
 

―
※
２
 

×
 

×
 

原
子

炉
建

屋
 

×
 

原
子
炉

建
屋

 
 

3
)
 
原

子
炉

冷
却

材

の
補

給
機

能
 

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

，
原

子

炉
隔

離
時

冷
却

系
 

 

・
制

御
棒

駆
動

水
圧

系

（
ポ

ン
プ

，
復

水
貯

蔵

タ
ン

ク
，

復
水

貯
蔵

タ

ン
ク

か
ら

制
御

棒
駆

動

機
構

ま
で

の
配

管
及

び

弁
）

 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

（
屋

外
設

備
は

，
必

要
に

応
じ

 

プ
ラ

ン
ト

を
停

止
し

，
補

修
 

を
行

う
。

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

 

（
ポ

ン
プ

，
タ

ー
ビ

ン
）

 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

（
屋

外
設

備
は

，
必

要
に

応
じ

 

プ
ラ

ン
ト

を
停

止
し

，
補

修
 

を
行

う
。

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
2
3／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の
名

称
 

Ｍ
Ｓ

－
３

 

2
)
 
異
常

状
態

へ
の

対

応
上

必
要

な
構

築

物
，

系
統

及
び

機

器
 

1
)
 
緊

急
時

対
策

上

重
要

な
も

の
及

び
異

常
状

態
の

把
握

機
能

 

原
子

力
発

電
所

緊
急

時
対

策

所
，

試
料

採
取

系
，

通
信

連

絡
設

備
，

放
射

能
監

視
設

備
，

事
故

時
監

視
計

器
の

一

部
，

消
火

系
，

安
全

避
難

通

路
，

非
常

用
照

明
 

・
緊

急
時

対
策

所
 

 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

（
屋

外
設

備
は

，
必

要
に

応
じ

 

プ
ラ

ン
ト

を
停

止
し

，
補

修
 

を
行

う
。

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
試

料
採

取
系

 

（
異

常
時

に
必

要
な

下
記

の
機

能
を

有
す

る
も

の
。

原
子

炉
冷

却
材

放

射
性

物
質

濃
度

サ
ン

プ

リ
ン

グ
分

析
，

原
子

炉

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射

性
物

質
濃

度
サ

ン
プ

リ

ン
グ

分
析

）
 

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
通

信
連

絡
設

備
 

（
１

つ
の

専
用

回
路

を
含

む
複

数
の

回
路

を
有

す

る
通

信
連

絡
設

備
）

 

×
 

○
 

(
代

替
設

備
（

同
一

機
能

を
有

す

る
設

備
が

複
数

設
置

）
し

，
通

信
連

絡
機

能
の

維
持

可
能

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
放

射
線

監
視

設
備

 

 
（

排
気

筒
モ

ニ
タ

）
 

○
 

―
※
２
 

○
 

×
 

排
気

筒
モ

ニ
タ

建
屋

 
※

３
 

・
排

気
筒

モ
ニ

タ
 

・
排

気
筒

モ
ニ

タ
建

屋
 

 

・
放

射
線

監
視

設
備

 

 
（

排
気

筒
モ

ニ
タ

以

外
）

 

×
 

○
 

(
代

替
設

備
（

可
搬

型
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 

ポ
ス

ト
）

に
よ

り
機

能
維

持
可

能
)
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

 
 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）

 
※

３
：

損
傷

時
に

は
補

修
す

る
方

針
と

す
る

た
め

，
外

殻
防

護
機

能
に

関
す

る
詳

細
評

価
は

実
施

し
な

い
。

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず
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1-1-28

表
2
-
1 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考
慮
す

る
施

設
の

抽
出

結
果

（
2
4／

2
4）

 

分
類

 

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

 
S
t
e
p
1
 

S
t
e
p
2
 

S
t
e
p
3
 

S
t
e
p
4
 

抽
出

結
果

 

備
考

 

定
義

 
機

能
 

構
築

物
，

系
統

又
は

 

機
器

 

該
当

す
る

 

電
気

，
機

械
装

置
 

の
う

ち
主

な
施

設
※
１
 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

等
 

竜
巻
及

び
そ

の
随

伴
事

象
に

対
し

て
機

能
維
持

す
る

又
は

竜
巻

及
び

そ
の

随
伴

事
象
に

よ
る

損
傷

を
考

慮
し

て
，

代
替

設
備
に

よ
る

機
能

維
持

や
安

全
上

支
障

の
な
い

期
間

で
の

修
復

等
の

対
応

可
能

 

屋
外

施
設

 

外
部

事
象

 

防
護

対
象

施
設

 

を
内

包
す

る
 

区
画

を
含

む
 

屋
内

の
施

設
で

 

外
気

と
繋

が
っ

て
 

い
る

施
設

 

外
殻

と
な

る
施

設
 

外
殻

防
護

機
能

を
 

期
待

で
き

な
い

：
○

 

期
待

で
き

る
 

：
×

 

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

の
う

ち
竜

巻
の

影
響

を
考

慮
す

る
施

設
の

名
称

 

Ｍ
Ｓ

－
３

 

2
)
 
異
常

状
態

へ
の

対

応
上

必
要

な
構

築

物
，

系
統

及
び

機

器
 

1
)
 
緊

急
時

対
策

上

重
要

な
も

の
及

び
異

常
状

態
の

把
握

機
能

 

原
子

力
発

電
所

緊
急

時
対

策

所
，

試
料

採
取

系
，

通
信

連

絡
設

備
，

放
射

能
監

視
設

備
，

事
故

時
監

視
計

器
の

一

部
，

消
火

系
，

安
全

避
難

通

路
，

非
常

用
照

明
 

・
事

故
時

監
視

計
器

の
一

部
 

×
 

○
 

(
代

替
設

備
（

可
搬

型
気

象
観

測
 

設
備

）
に

よ
り

機
能

維
持

可
能

)
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
消

火
系

 

（
水

消
火

設
備

，
泡

消
火

設
備

，
二

酸
化

炭
素

消

火
設

備
，

等
）

 
×

 

○
 

(
代

替
設

備
（

下
記

）
に

よ
り

 

機
能

維
持

可
能

)
 

[
消

火
設

備
]
 

消
防

自
動

車
等

 

[
検

出
装

置
]
 

運
転

員
，

作
業

員
等

の
監

視
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
消

火
系

 

（
中

央
制

御
室

排
煙

装

置
）

 
×

 
○

 

（
必

要
に

応
じ

，
補

修
を

行
う

。
）

 
―

 
―

 
―

 
―

 
―

 
 

・
安

全
避

難
通

路
 

  

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

・
非

常
用

照
明

 

  

×
 

○
 

（
屋

内
設

備
の

た
め

影
響

な
し

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

 

 

○
：

Ye
s 

 
×
：

N
o 

 
 －

：
該
当
せ
ず

 

※
１

：
電

気
，

機
械

装
置

の
う

ち
主

な
施

設
の

記
載

は
，

当
該

系
の

施
設

を
代

表
し

て
記

載
し

，
直

接
関

連
系

及
び

間
接

関
連

系
の

記
載

は
省

略
し

た
。

（
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

う
ち

竜
巻

の
影

響
を

考

慮
す

る
施

設
に

関
す

る
も

の
を

記
載

）
 

※
２

：
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
と

し
て

抽
出
し

て
い

る
た

め
，

本
項

目
に

は
該

当
し

な
い

（
St

ep
2
へ
進

む
）
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1.2 外部事象防護対象施設等に波及的影響を及ぼし得る施設の選定 

について 
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1-2-1 

1. 抽出方針 

発電所構内の構築物，系統及び機器のうち外部事象防護対象施設等を除く施設（以下「その他

の施設」という。）のうち，外部事象防護対象施設の機能に，次の観点から波及的影響を及ぼし

得る施設を抽出する。 

図 1-1 に抽出フローを示す。 

(1) 機械的影響の観点 

その他の施設のうち，設計竜巻の風圧力，気圧差及び設計飛来物等の衝突により倒壊して，

外部事象防護対象施設を機能喪失させる可能性がある施設，またはその施設の特定の区画を抽

出する。 

(2) 機能的影響の観点 

その他の施設のうち，設計竜巻の風圧力，気圧差及び設計飛来物等の衝突により損傷して外

部事象防護対象施設を機能喪失させる可能性がある，屋外に設置されている外部事象防護対象

施設の付属設備を抽出する。 

波及的影響を及ぼし得る施設のイメージを図 1-2 に示す。 
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1-2-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 評価対象抽出フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 外部事象防護対象施設等に波及的影響を及ぼし得る施設のイメージ

外部事象防護対象施設等に波及的影響を及ぼし得る施設 

評価 
対象外 

YesYes

発電所構内の構築物，系統及び機器のうち 
外部事象防護対象施設等を除く施設 

No
①  

倒壊により 
外部事象防護対象施設 

を機能喪失させる 
可能性がある 

 

建屋及び構築物

①倒壊 

② 付属設備 

①倒壊 
外部事象防護対象施設等 

建屋及び構築物

② 
屋外に設置されている 

外部事象防護対象施設の 
付属設備 

No

ａ．機械的影響の観点 ｂ．機能的影響の観点 

水平距離Ｌ 

高 
さ 
Ｈ 

外部事象 
防護対象施設 
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1-2-3 

2. 抽出結果 

2.1 機械的影響の観点 

機械的影響の観点から，その他の施設のうち，「倒壊により外部事象防護対象施設を

機能喪失させる可能性がある施設」を確認した結果を表 2-1 及び図 2-1 に示す。 

確認の結果，倒壊により外部事象防護対象施設の安全機能を機能喪失させる可能性が

ある施設として，サービス建屋等の 3 施設を，外部事象防護対象施設等に波及的影響を

及ぼし得る施設として抽出した。 

上記以外の施設については，その他の施設のうち最も高い施設である 254kV 東海原子

力線 No.1 鉄塔（約 60 m）以上の離隔距離を有すること，又は「高さＨ＜外部事象防護対

象施設等までの水平距離Ｌ」であることを確認し，外部事象防護対象施設等に波及的影

響を及ぼし得る施設とはならない。 

 

表 2-1 機械的影響の観点の抽出結果（1／2） 

外部事象防護対象施

設等に波及的影響を

及ぼし得る施設 

近傍の 

外部事象防護対象施設等 

施設の 

高さ 

Ｈ 

外部事象防護 

対象施設等まで

の水平距離Ｌ 

波及的 

影響 

の有無 

サービス建屋 ・原子炉建屋 

・タービン建屋 

約 19 m 隣接 ○ 

海水ポンプエリア防

護壁 

・残留熱除去系海水系ポ

ン プ （ 配 管 ， 弁 含

む。） 

・残留熱除去系海水系ス

トレーナ 

・非常用ディーゼル発電

機（高圧炉心スプレイ

系ディーゼル発電機を

含む。）用海水ポンプ

（配管，弁含む。） 

・非常用ディーゼル発電

機（高圧炉心スプレイ

系ディーゼル発電機を

含む。）用海水ストレ

ーナ 

約 5 m 

 

隣接 ○ 

鋼製防護壁 約 17 m 隣接 ○ 

固体廃棄物貯蔵庫Ａ 約 6 m 約 40 m × 

固体廃棄物貯蔵庫Ｂ ・放水路ゲート 約 11 m 約 55 m × 

固体廃棄物作業建屋 ・主排気筒 約 21 m 約 30 m × 

屋内開閉所 ・タービン建屋 約 17 m 約 55 m × 
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1-2-4 

表 2-1 機械的影響の観点の抽出結果（2／2） 

外部事象防護対象施

設等に波及的影響を

及ぼし得る施設 

近傍の 

外部事象防護対象施設等

高さ 

Ｈ 

外部事象防護 

対象施設等まで

の水平距離Ｌ 

波及的 

影響 

の有無 

275kV 東海原子力線

No.1 鉄塔 

・タービン建屋 約 60 m 60m 以上 × 

154kV 原子力線 No.7

鉄塔 

・タービン建屋 ― 60m 以上 × 

補修装置等保管倉庫

緊急時対策所建屋 ・原子炉建屋 ― 60m 以上 × 

給水処理装置建屋 

サイトバンカー建屋

常設代替高圧電源装

置置場 

東海発電所  

原子炉建屋 

タービン建屋 

事務本館 

機材倉庫 ・主排気筒 ― 60m 以上 × 
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の

配
置

図
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1-2-6 

2.2 機能的影響の観点 

機能的影響の観点から，その他の施設のうち，竜巻による損傷により，外部事象防護対象

施設の安全機能を機能喪失させる可能性がある「屋外に設置されている外部事象防護対象施

設の付属設備」を確認した結果を表 2-2 に示す。 

 

表 2-2 機能的影響の観点の抽出結果（1／8） 

No. 系統・設備 

屋外に設置されて

いる 

外部事象防護対象

施設の付属設備＊

外部事象防護対象施設に 

機能的影響を及ぼし得る施設 

1 原子炉系構成機器 ―  

2 中性子計装系 ―  

3 制御棒駆動系 ―  

4 制御棒位置指示計 ―  

5 制御棒価値ミニマイザ ―  

6 ほう酸水注入系 ―  

7 原子炉給水制御系 ―  

8 残留熱除去系 ―  

9 残留熱除去系海水系 ○ 残留熱除去系海水系配管（放出側） 

10 補機冷却海水系 ―  

11 高圧炉心スプレイ系 ―  

12 低圧炉心スプレイ系 ―  

13 原子炉隔離時冷却系 ―  

14 非常用ガス再循環系 ―  

15 非常用ガス処理系 ―  

16 原子炉系 ―  

17 原子炉再循環系 ―  

18 原子炉再循環流量制御系 ―  

19 ＰＬＲ振動監視装置 ―  

20 
中央制御室外原子炉停止装

置 
―  

21 原子炉保護系 ―  

22 原子炉手動制御系 ―  

23 主蒸気隔離弁漏えい抑制系 ―  

24 原子炉冷却材浄化系 ―  

25 燃料交換機器 ―  

注記 ＊： ○：該当設備有り，―：該当設備無し 
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1-2-7 

表 2-2 機能的影響の観点の抽出結果（2／8） 

No. 系統・設備 

屋外に設置されて

いる 

外部事象防護対象

施設の付属設備＊

外部事象防護対象施設に 

機能的影響を及ぼし得る施設 

26 燃料プール冷却浄化系 ―  

27 燃料貯蔵装置 ―  

28 
原子炉ウェル及びＤＳピッ

ト 
―  

29 燃料キャスク洗浄設備 ―  

30 燃料取扱機器 ―  

31 燃料 ―  

32 原子炉補機冷却系 ―  

33 原子炉格納容器 ―  

34 漏えい検出系 ―  

35 格納容器雰囲気監視系 ―  

36 可燃性ガス濃度制御系 ―  

37 不活性ガス系 ―  

38 ドライウェル冷却系 ―  

39 タービン主蒸気系 ―  

40 抽気系 ―  

41 タービン補助蒸気系 ―  

42 タービン ―  

43 タービン制御系 ―  

44 タービン潤滑油系 ―  

45 タービングランド蒸気系 ―  

46 湿分分離器 ―  

47 復水系 ―  

48 給水系 ―  

49 空気抽出系 ―  

50 循環水系 ―  

51 復水器 ―  

52 
主復水器水室プライミング

系 
―  

53 弁封水系 ―  

54 復水酸素注入系 ―  

注記 ＊： ○：該当設備有り，―：該当設備無し 
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1-2-8 

表 2-2 機能的影響の観点の抽出結果（3／8） 

No. 系統・設備 

屋外に設置されて

いる 

外部事象防護対象

施設の付属設備＊

外部事象防護対象施設に 

機能的影響を及ぼし得る施設 

55 復水脱塩装置 ―  

56 復水脱塩装置再生薬品系 ―  

57 振動式樹脂洗浄系 ―  

58 給水加熱器ドレン系 ―  

59 給水加熱器ベント系 ―  

60 
原子炉給水ポンプ駆動用 

蒸気タービン 
―  

61 タービン補機冷却系 ―  

62 発電機 ―  

63 開閉所設備 ―  

64 所内電源系 ―  

65 主変圧器 ―  

66 起動変圧器 ―  

67 予備変圧器 ―  

68 直流電源設備 ―  

69 バイタル交流電源設備 ―  

70 原子炉保護系ＭＧセット ―  

71 計測制御用電源設備 ―  

72 
非常用ディーゼル発電設備

 
○ 

非常用ディーゼル発電機排気消音

器 

非常用ディーゼル発電機排気配管

非常用ディーゼル発電機燃料デイ

タンクベント管 

非常用ディーゼル発電機機関ベン

ト管 

非常用ディーゼル発電機潤滑油サ

ンプタンクベント管 

73 
非常用ディーゼル発電機海

水系 
○ 

非常用ディーゼル発電機用海水配

管（放出側） 

注記 ＊： ○：該当設備有り，―：該当設備無し 
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1-2-9 

表 2-2 機能的影響の観点の抽出結果（4／8） 

No. 系統・設備 

屋外に設置されて

いる 

外部事象防護対象

施設の付属設備＊

外部事象防護対象施設に 

機能的影響を及ぼし得る施設 

74 
高圧炉心スプレイ系ディー

ゼル発電設備 
○ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機排気消音器 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機排気配管 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機燃料デイタンクベント管 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機機関ベント管 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機潤滑油サンプタンクベント管

75 
高圧炉心スプレイ系ディー

ゼル発電機海水系 
○ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機用海水配管（放出側） 

76 ディーゼル発電機燃料油系 ―  

77 一次給水処理装置 ―  

78 給水処理設備 ―  

79 所内用水系 ―  

80 ろ過水系 ―  

81 純水補給水系 ―  

82 復水移送系 ―  

83 補助系 ―  

84 建屋内排水系 ―  

85 床漏えい検出系 ―  

86 サービス建屋サンプ系 ―  

87 
放射性廃棄物処理系 サン

プ系 
―  

88 
増強廃棄物処理設備 サン

プ系 
―  

89 
固体廃棄物貯蔵庫サンプ設

備 
―  

90 屋外雑ドレン系 ―  

91 タービン建屋換気系 ―  

注記 ＊： ○：該当設備有り，―：該当設備無し 
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1-2-10 

表 2-2 機能的影響の観点の抽出結果（5／8） 

No. 系統・設備 

屋外に設置されて

いる 

外部事象防護対象

施設の付属設備＊

外部事象防護対象施設に 

機能的影響を及ぼし得る施設 

92 原子炉建屋換気系 ―  

93 中央制御室換気系 ―  

94 スイッチギヤ室換気系 ―  

95 バッテリー室換気系 ―  

96 ディーゼル室換気系 ―  

97 オフガス再生室換気系 ―  

98 
放射性廃棄物処理系 換気

系 
―  

99 
増強廃棄物処理設備 換気

系 
―  

100 サービス建屋換気系 ―  

101 
使用済燃料乾式貯蔵建屋 

換気系 
―  

102 取水口電気室空調 ―  

103 第二電気室空調 ―  

104 海水電解装置室空調 ―  

105 プロセス計算機室空調 ―  

106 制御用圧縮空気系 ―  

107 所内用圧縮空気系 ―  

108 消火系 ―  

109 消火設備 ―  

110 所内蒸気系 ―  

111 所内ボイラ ―  

112 海水電解注入装置 ―  

113 硫酸第一鉄注入装置 ―  

114 
スクリーン洗浄装置及びス

クリーン 
―  

115 試料採取系 ―  

116 事故時サンプリング設備 ―  

117 プロセス放射線モニタ系 ―  

118 エリア放射線モニタ系 ―  

注記 ＊： ○：該当設備有り，―：該当設備無し 
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1-2-11 

表 2-2 機能的影響の観点の抽出結果（6／8） 

No. 系統・設備 

屋外に設置されて

いる 

外部事象防護対象

施設の付属設備＊

外部事象防護対象施設に 

機能的影響を及ぼし得る施設 

119 エリアダストモニタ系 ―  

120 放水口モニタ系 ―  

121 
サプレッション・プール温

度モニタ 
―  

122 
原子炉格納容器漏えい試験

設備 
―  

123 水素（酸素）注入装置 ―  

124 
水素注入装置 水素発生装

置 
―  

125 使用済燃料乾式貯蔵設備 ―  

126 タービン建屋 ―  

127 原子炉建屋 ―  

128 生体遮蔽装置 ―  

129 廃棄物処理建屋 ―  

130 サービス建屋 ―  

131 取水路及び放水路 ―  

132 使用済燃料乾式貯蔵建屋 ―  

133 防護施設 ―  

134 固体廃棄物貯蔵庫 ―  

135 ボンベ庫 ―  

136 防災設備 ―  

137 
緊急時対策室建屋（事務本

館含む。） 
―  

138 排気筒 ―  

139 エレベータ ―  

140 クレーン及びホイスト ―  

141 気体廃棄物処理系 ―  

142 
希ガスチャコールアドソー

バ系 
―  

143 放射性廃棄物処理系 ―  

144 増強廃棄物処理設備 ―  

注記 ＊： ○：該当設備有り，―：該当設備無し 
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1-2-12 

表 2-2 機能的影響の観点の抽出結果（7／8） 

No. 系統・設備 

屋外に設置されて

いる 

外部事象防護対象

施設の付属設備＊

外部事象防護対象施設に 

機能的影響を及ぼし得る施設 

145 凍結防止装置 ―  

146 通信設備 ―  

147 開閉所状態表示システム ―  

148 ＩＴＶ装置 ―  

149 放射線管理用計算機 ―  

150 気象観測設備 ―  

151 プロセス計算機 ―  

152 ＲＷ計算機 ―  

153 地震観測設備 ―  

154 送電線保護装置 ―  

155 送電通信設備 ―  

156 照明及び作業用電源設備 ―  

157 中央制御室制御盤 ―  

158 過渡時データ収集装置 ―  

159 計装ラック ―  

160 廃棄物処理制御室制御盤 ―  

161 現場制御盤 ―  

162 
モニタリングポスト＆ステ

ーション 
―  

163 光ファイバー温度監視装置 ―  

164 被ばく管理設備 ―  

165 除染設備 ―  

166 集中清掃装置 ―  

167 一般取扱機器 ―  

168 圧力容器取扱機器 ―  

169 圧力容器内取扱機器 ―  

170 圧力容器下部作業用機器 ―  

171 供用期間中検査設備 ―  

172 ＣＲＤリペアルーム ―  

173 主蒸気隔離弁漏えい試験系 ―  

174 衛生設備排水系 ―  

注記 ＊： ○：該当設備有り，―：該当設備無し 
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1-2-13 

表 2-2 機能的影響の観点の抽出結果（8／8） 

No. 系統・設備 

屋外に設置されて

いる 

外部事象防護対象

施設の付属設備＊

外部事象防護対象施設に 

機能的影響を及ぼし得る施設 

175 破損燃料検出装置 ―  

176 
放射性廃棄物処理系 減容

機 
―  

177 ランドリー設備 ―  

178 ランドリーモニタ系 ―  

179 付属建屋 ―  

180 亜鉛注入装置 ―  

181 緊急安全対策設備 ―  

182 固体廃棄物作業建屋 ―  

注記 ＊： ○：該当設備有り，―：該当設備無し 
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1.3 建屋開口部の調査結果について 
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1-3-1 

1. 建屋開口部の調査結果について 

外部事象防護対象施設に影響を及ぼす可能性がある建屋開口部を調査した結果を以下に示す。

調査の結果，図1-1に示すNo.1開口部，図1-3に示すNo.8開口部，図1-5に示すNo.9～11，14～19

開口部，図1-8に示すNo.21，22開口部，図1-10に示すNo.24～27開口部及び図1-19に示すNo.46開

口部について設計飛来物が衝突した場合に貫通し，外部事象防護対象施設に影響を与える可能性

が否定できないため，防護対策を実施する。 

また，図1-1に示す原子炉建屋大物搬入口の開口部については，設計飛来物が貫通しないこと

を確認している。なお，他の貫通，裏面剥離するおそれのある箇所については，周辺に外部事象

防護対象施設，外部事象防護対象施設の安全機能を損なう可能性がある発火性又は引火性物質を

内包する機器及び溢水源がないことが調査により確認できたことから，対策は不要である。 
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1-3-2 

 
 
 
 
 

図 1-1 EL.8.2 m における開口部 

  

：貫通した飛来物が外部事象防護対象施設に衝突し，損傷するおそれがある（防護対策要） 
：貫通するおそれがあるが，周辺に外部事象防護対象施設がない（防護対策不要） 
：外部防護対象施設に衝突し得るが，補修により対応，または影響のないもの 
（防護対策不要） 
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1-3-3 

 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-2 EL.8.2 m における開口部の写真 

 
  

1 飛来物の侵入を防ぐため、防護
対策を実施 

（非常用電源盤への衝突） 

2 補修による対応が基本のため，
防護対策は実施しない。 
（ディーゼル発電機吸気口（接
続配管）への衝突） 

3 外部事象防護対象施設はない 
 

4 外部事象防護対象施設はない 
 

5 外部事象防護対象施設はない 
 

6 外部事象防護対象施設はない 
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1-3-4 

 
 
 
 
 

 

 
図 1-3 EL.14.0 m における開口部 

  

：飛来物が貫通し、損傷することで，屋内の SA設備環境条件に影響を与えるおそれがある 

（防護対策要） 
：外部事象防護対象施設に衝突し得るが，補修により対応，または影響のないもの 
（防護対策不要） 
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1-3-5 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

図 1-4 EL.14.0 m における開口部の写真 

 
  

7 外部事象防護対象施設はない 
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1-3-6 

 
 
 
 
 

 

図 1-5 EL.20.3 m における開口部 

：貫通した飛来物が外部事象防護対象施設に衝突し，損傷するおそれがある（防護対策要）

：飛来物が貫通し、損傷することで，屋内の SA設備環境条件に影響を与えるおそれがある 

（防護対策要） 
：貫通するおそれがあるが，周辺に外部事象防護対象施設がない（防護対策不要） 
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1-3-7 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-6 EL.20.3 m における開口部の写真(1/2) 

9  飛来物の侵入を防ぐため，防護対
策を実施 

（中央制御室換気系排気隔離弁， 
ダクトへの衝突） 

13 外部事象防護対象施設はない 
 

10 飛来物の侵入を防ぐため，防護
対策を実施 

（中央制御室換気系給気隔離弁，
ダクトへの衝突） 

12 外部事象防護対象施設はない 
 

14 飛来物の侵入を防ぐため，防護
対策を実施 

（中央制御室換気系給気隔離弁，
ダクトへの衝突） 

11 飛来物の侵入を防ぐため，防護対
策を実施（中央制御室換気系フィ
ルタ系ファン，フィルタユニット
への衝突） 
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1-3-8 

 
 
 
 
 
 

図 1-6 EL.20.3 m における開口部の写真(2/2) 
  

15 飛来物の侵入を防ぐため，防護
対策を実施 

（原子炉建屋換気系隔離弁，ダク
トへの衝突） 

16 飛来物の侵入を防ぐため，防護
対策を実施 

（原子炉建屋換気系隔離弁，ダク
トへの衝突） 
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1-3-9 

 

 
 

図1-7 EL.29.0 mにおける開口部 
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1-3-10 

 
 
 
 
 

図1-8 EL.38.8 mにおける開口部 

：貫通した飛来物が外部事象防護対象施設に衝突し，損傷するおそれがある（防護対策要） 
：その他の理由により、外部事象防護対象施設に影響を与えるおそれがある（防護対策要） 
：貫通するおそれがあるが，周辺に外部事象防護対象施設がない（防護対策不要） 
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1-3-11 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

図 1-9 EL.38.8 m における開口部の写真 

 
  

20 外部事象防護対象施設はない
(a 地点) 

21 No.22 の扉と同時に開放状態と
なった場合，建屋内部に通風し，
外部事象防護対象施設に影響を
与えるおそれがある 

  （非常用ガス処理系設備，非常
用ガス再循環系設備） 

22 飛来物及び風の侵入を防ぐた
め，防護対策を実施 
（非常用ガス処理系設備，非
常用ガス再循環系設備への衝
突） 

59



1-3-12 

 
 
 
 
 

図 1-10 EL.46.5 m における開口部 

  

：貫通した飛来物が外部事象防護対象施設に衝突し，損傷するおそれがある（防護対策要）
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1-3-13 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-11 EL.46.5 m における開口部の写真 

 
 
  

23 飛来物の侵入を防ぐため，防護
対策を実施（使用済燃料プール
等への衝突） 

24 飛来物の侵入を防ぐため，防護
対策を実施（使用済燃料プール
等への衝突） 

25 飛来物の侵入を防ぐため，防護
対策を実施（使用済燃料プール
等への衝突） 

26 飛来物の侵入を防ぐため，防護
対策を実施（使用済燃料プール
等への衝突） 
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1-3-14 

 
 
 
 
 

 
図1-12 EL.8.20 mにおける開口部 

  

：貫通するおそれがあるが，周辺に外部事象防護対象施設がないことを確認 
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1-3-15 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1-13 EL.8.20 mにおける開口部の写真 

 

27 外部事象防護対象施設はない 28 外部事象防護対象施設はない 

29 外部事象防護対象施設はない 30 外部事象防護対象施設はない 

31 外部事象防護対象施設はない 32 外部事象防護対象施設はない 

33 外部事象防護対象施設はない 34 外部事象防護対象施設はない 
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1-3-16 

 

 

 

 

 

図1-14 EL.18.0 mにおける開口部 

 
 
 
 
 
 
 
 

：貫通するおそれがあるが，周辺に外部事象防護対象施設がないことを確認 
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1-3-17 

 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1-15 EL.18.0 mにおける開口部の写真 

37 外部事象防護対象施設はない 

35 外部事象防護対象施設はない 

39 外部事象防護対象施設はない 

36 外部事象防護対象施設はない 

38 外部事象防護対象施設はない 

40 外部事象防護対象施設はない 

41 外部事象防護対象施設はない 42 外部事象防護対象施設はない 
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1-3-18 

 
 
 
 
 

図1-16 EL.8.30 mにおける開口部 

  

：貫通するおそれがあるが，周辺に外部事象防護対象施設がないことを確認 
：貫通するおそれがあるが，障害物により飛来物の影響のないことを確認 
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1-3-19 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1-17 EL.8.30 mにおける開口部の写真 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

43 外部事象防護対象施設はない 

45 コンクリートが障害物となり，
飛来物は侵入しない。 

46 コンクリートが障害物となり，
飛来物は侵入しない。 

44 外部事象防護対象施設はない 
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1-3-20 

 
 
 
 
 

   
図1-18 EL.17.75 mにおける開口部 

 

図1-19 EL.25.26 mにおける開口部 

 
 
 
 
 

：外部事象防護対象施設に衝突し，損傷するおそれがあるもの（防護対策要） 
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1-3-21 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-20 EL.25.26 m における開口部の写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

47 飛来物の侵入を防ぐため，防護対
策を実施 

（使用済燃料乾式貯蔵容器への衝
突） 
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1.5 砂利等の極小飛来物による外部事象防護対象施設への 

影響について
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1-5-1 

1. 砂利等の極小飛来物による外部事象防護対象施設への影響について 

設計飛来物に包含される砂利のような極小飛来物及び砂等の粒子状の飛来物について，外部事

象防護対象施設への影響の有無を確認する。 

砂利及び砂等による外部事象防護対象施設への影響としては、 

(1) 砂利のような極小飛来物による貫通及び衝突 

(2) 砂等の粒子状の飛来物による目詰まり、閉塞及び噛込み 

が考えられることから，これらについて評価する。 

 

1.1 砂利のような極小飛来物による貫通及び衝突 

(1) 貫通について 

砂利のような極小飛来物が外部事象防護対象施設（鋼板部分）に衝突した場合の貫通限界

厚さを算出するような知見はないが，設計飛来物による貫通評価に示している貫通限界厚さ

を求めるＢＲＬ式＊を用いて，砂利のデータ（サイズ、質量、速度）を用いて貫通厚さを求

める。 

砂利による鋼板の貫通限界厚さの算出結果は表 1-1 に示す。 

 

表 1-1 砂利による鋼板の貫通評価結果 

項目 単位 砂利（40mm） 

サイズφ mm 40 

質量 g 180 

水平速度 m/s 62 

鉛直速度 m/s 42 

水平貫通限界厚さ mm 1 mm 未満 

鉛直貫通限界厚さ mm 1 mm 未満 

 

表 1-1 より，貫通限界厚さは 1 mm 未満であるため，砂利による貫通の影響はないと考え

る。 

注記 ＊：別紙-1参照 
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(2) 衝撃について 

砂利やひょう等の極小飛来物の衝突は瞬間的で、衝突時間が極めて短いため、設備は振動

しにくく破壊は生じないと考えられる。これは高速の極小飛来物が設備に衝突した場合、設

備に生じる荷重は衝突時間の非常に短い片振幅波形（図 1-1）となるため、設備に有意な変

位（応力）は生じないためである。 

この衝撃にて伝達される荷重について、機械工学便覧（基礎編α２機械力学）の「過渡応

答・衝撃」に、衝突時間と応答加速度に関係が、次のとおり示されている。 

図 1-2 では、横軸は衝突時間と（ｔｒ）と衝突される設備の固有周期（Ｔ）との比として、

ｔｒ／Ｔ、縦軸は応答加速度Ｘ
 
ｍａｘ

（設備へ伝わった加速度）と入力加速度Ｘ
 
０ｍａｘ

（設

備へ伝えようとした加速度）の応答加速度比として、Ｘ
 
ｍａｘ

／Ｘ
 
０ｍａｘ

の関係としてまと

められている。 

図 1-2 より衝突時間が非常に短く設備の固有周期との比＊2πｔｒ／Ｔが非常に小さいと、

応答加速度比Ｘ
 
ｍａｘ

／Ｘ
 
０ｍａｘ

 は非常に小さい値となる。これは衝突時間が非常に短いと、

設備に有意な変位（応力）が生じないことを表している。 

 Ｘ
 
ｍａｘ

Ｘ
 
０ｍａｘ

  2πｔ
ｒ

Ｔ  

飛来物による衝撃パルスの入力最大加速度（Ｘ
 
０ｍａｘ

） 

設備の応答最大加速度（Ｘ
 
ｍａｘ

） 

衝撃パルスの作用時間（飛来物と設備との接触時間）（ｔｒ） 

設備の固有周波数（Ｔ） 

 

図 1-1 方振幅波形 他     図 1-2 衝突時間と応答加速度の関係 

注記 ＊：衝突時間と固有周期との比のおおよその値 

 

図 1-2 より飛来物の速度が速くて，衝撃パルスの作用時間（ｔｒ）が設備の固有周期（Ｔ）

の 1/(2π)倍より短い場合（横軸が 1 より小さい場合）には，入力加速度と応答加速度の比

は 1 を下回り、エネルギーの伝達は小さくなることがわかる。 

砂利やひょう等の極小飛来物による荷重は，このような短時間の衝突となるため，設備全

体に影響を及ぼす荷重はごくわずかしか発生しないため，衝撃による影響はないと考える。 
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1.2 砂等の粒子状の飛来物による目詰まり，閉塞及び噛込み 

砂等の粒子状の飛来物による目詰まり，閉塞及び噛込みの影響を受ける施設として，表 1-2 

に示す屋外施設，建屋等による防護が期待できない外部事象防護対象施設の付属設備について

評価する。 

 

表 1-2 目詰まり，閉塞、噛込みの影響を受ける施設 

分類 評価施設 

屋外施設 ・残留熱除去系海水系ポンプ 

・非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼ

ル発電機を含む。）用海水ポンプ 

・非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼ

ル発電機を含む。）吸気口 

・中央制御室換気系冷凍機 

・主排気筒 

・非常用ガス処理系排気筒 

建屋内の施設で外気と繋がっ

ている施設 

・非常用換気空調設備 

建屋等による防護が期待でき

ない外部事象防護対象施設の

付属設備 

・非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼ

ル発電機を含む。）(排気配管) 

・非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼ

ル発電機を含む。）(燃料デイタンク等ベント管) 

 

(1) 屋外施設 

a. 残留熱除去系海水系ポンプ及び非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼ

ル発電機を含む。）用海水ポンプ 

(a) 水循環系の閉塞 

海水ポンプの軸受部には、異物逃がし溝（約 3.7 mm 以上）を設けており、粒子状

の飛来物により軸固着には至らない。（図 1-3，図 1-4） 

 

(b) 換気系、電気系及び計装制御系に対する機械的影響 

海水ポンプ原動機は原動機本体を全閉構造とし，空気冷却器を原動機の側面に設置

して外気を直接原動機内部に取り込まない全閉外扇形の冷却方式であり，粒子状の飛

来物が原動機内部に侵入することはない。また，空気冷却器冷却管（残留熱除去系海

水系ポンプ：26 mm，非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電

機を含む。）用海水ポンプ：28 mm）に対して，粒子状の飛来物が閉塞することはな

い。（図 1-5，図 1-6） 
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図 1-3 残留熱除去系海水系ポンプ軸受部詳細 
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1-5-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4 非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機を含む。）用海水ポンプ

軸受部詳細 
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1-5-6 

 

 

 

図 1-5 残留熱除去系海水系ポンプ原動機の冷却方式 

 

 

図 1-6 非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機を含む。）用海水ポンプ

原動機の冷却方式 
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1-5-7 

 

 

b. 非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機を含む。）吸気口 

非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機を含む。）吸気口は吸

気のための開口部が下方向であり，粒子状の飛来物が侵入し難い構造となっている。また，

竜巻の通過に要する時間は短時間であるため，閉塞する量の粒子状の飛来物は侵入し難い。

（図 1-7） 

 

 

図 1-7 非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機を含む。）吸気口 

 

c. 中央制御室換気系冷凍機 

 中央制御室換気系冷凍機は，空気冷却用伝熱管の間隙から粒子状の飛来物がケーシン

グ内に侵入する可能性があるが，ケーシング内の圧縮機等の機器は密閉されており，粒子

状の飛来物がケーシング内の機器に影響を与えることはない。また，竜巻の通過に要する

時間は短時間であるため，空気冷却用伝熱管が閉塞する量の飛来物は侵入し難い。(図 1-

8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-8 中央制御室換気系冷凍機 

 

 

 

 

 

空気冷却用伝熱管 ケーシング 
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d. 主排気筒 

主排気筒は図 1-9 のとおり排気筒の底部から流路まで約 21 m あり，短期間の竜巻によ

る砂等の粒子状の飛来物が堆積し閉塞することはない。 

 

 

図 1-9 主排気筒 

 

e. 非常用ガス処理系排気筒 

非常用ガス処理系排気筒は図 1-10 に示すとおり，降下火砕物の侵入防止を目的とする

構造物を取り付けるため，竜巻による砂等の粒子状の飛来物についても侵入し難い。ま

た，竜巻の通過に要する時間は短時間であるため，非常用ガス処理系排気筒が閉塞する量

の飛来物は侵入し難い。 

 

図 1-10 非常用ガス処理系排気筒 
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1-5-9 

(2) 建屋内の施設で外気と繋がっている施設 

a. 非常用換気空調設備 

非常用換気空調設備の外気取入口にはバグフィルタが設置されており，砂等の粒子状の

飛来物が外気取入口に侵入した場合であっても，バグフィルタの除去効率は約 85％以上

であるため，給気を供給する設備に対して，影響はない。 

また，各フィルタについては，建屋等からのアクセス性が良く，必要に応じて清掃及び

交換することにより目詰まり，閉塞を取り除くことができる。（図 1-11） 

 

 

図 1-11 非常用換気空調設備（給気系外気取入口）の空気の流れ 

 

(3)  建屋等による防護が期待できない外部事象防護対象施設の付属設備 

a. 非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機を含む。）（排気配管） 

排気配管は屋外に開口しているが、開口部は横方向であり、粒子状の飛来物が侵入し

難い構造となっている。また、竜巻の通過に要する時間は短時間であるため、閉塞する

量の粒子状の飛来物は侵入し難い。（図 1-12） 

 

 
図 1-12 非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機を含む。） 

（排気配管） 

 

 

支持構造物 

壁 

排気配管 
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1-5-10 

b. 非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機を含む。）（燃料デイ

タンク等ベント管） 

燃料デイタンク等のベント管は下向きの構造となっており，粒子状の飛来物が侵入し難

い構造となっている。また、竜巻の通過に要する時間は短時間であるため、閉塞する量の

粒子状の飛来物は侵入し難い。（図 1-13） 

 

 
図 1-13 非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機を含む。） 

（燃料デイタンク等ベント管） 

 

床

メッシュ 

ベント管 

支持構造物 
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別紙-1 

1-5-11 

ＢＲＬ式について 

 

ＢＲＬ式は ISES7607-3「軽水炉構造機器の衝撃荷重に関する調査 その３ ミサイルの衝突によ

る構造壁の損傷に関する評価式の比較検討」（高温構造安全技術研究組合）」に引用されており、

タービンミサイル評価について（昭和 52 年 7 月 20 日 原子炉安全専門審査会）」の中で、鋼板に

対する貫通厚さの算出式に使用されている。 

 

Ｔ
3 2 

=
0.5×Ｍ×Ｖ

2

1.4396×109×Ｋ
2
×ｄ

3 2  

 

Ｔ：鋼板貫通限界厚さ（m） 

Ｍ：ミサイル質量（kg） 

Ｖ：ミサイル速度（m/s） 

ｄ：ミサイル直径（m） 

Ｋ：鋼板の材質に関する係数（≒1.0） 
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1.7 隣接事業所からの飛来物が想定される施設の設計方針について 
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1-7-1 

1．概要 

本資料は，隣接事業所からの飛来物到達が想定される施設（緊急時対策所建屋，使用済燃料乾

式貯蔵建屋，タービン建屋及び放水路ゲート）の飛来物に対する設計方針について説明するもの

である。 

 

2．飛来物の到達を想定する施設 

東海第二発電所及び周辺の敷地に対する現地調査等により想定した飛来物源のうち，設計飛来

物を超える影響を有すると考えられる物品の飛散解析結果を踏まえた飛散距離の閾値（車両 190 

m, その他物品 250 m）＊により，隣接事業所からの飛来物の到達を想定する竜巻の影響を考慮す

る施設として，図 2-1 に示すとおり，緊急時対策所建屋，使用済燃料乾式貯蔵建屋，タービン建

屋及び放水路ゲートが抽出された。 

＊ 注記：隣接事業所から飛来物が飛び出し得る場所と，竜巻の影響を考慮する施設の高低差

を考慮した飛来物の初期高さ（0 m）における飛散距離を踏まえ設定。 

 

 

 

図 2-1 隣接事業所からの飛来物の到達を想定する竜巻の影響を考慮する施設の配置図 
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1-7-2 

なお，緊急時対策所建屋は外部事象防護対象施設を内包していないが，重大事故等対処設備

（緊急時対策所，監視測定設備等）を内包しており，緊急時対策所遮蔽の機能も有する（別紙 1

参照）ことから，環境条件として竜巻による風荷重に対して評価している。しかしながら，遮蔽

機能を喪失した際の影響の大きさを考慮し，隣接事業所からの飛来物の影響を考慮する施設の対

象とした。 

抽出された竜巻の影響を考慮する施設と想定する飛来物を，表 2-1 に示す。 

 

表 2-1 隣接事業所からの飛来物の到達を想定する竜巻の影響を考慮する施設と飛来物 

注記 ＊1 ○：到達する ―：到達しない     

＊2 図 2-1 に示す番号と対応している。   

 

3．飛来物に対する設計方針 

緊急時対策所建屋，使用済燃料乾式貯蔵建屋，タービン建屋及び放水路ゲートに対する，隣接

事業所からの設計飛来物の影響を超える飛来物に対する設計方針について，表 3-1 に示す。 

緊急時対策所建屋，使用済燃料乾式貯蔵建屋及びタービン建屋における隣接事業所からの飛来

物に対する設計方針の詳細は，表 3-2～表 3-4 に示す。 

放水路ゲートは，津波の流入を防ぐための閉止機能を有する外部事象防護対象施設であるが，

竜巻を起因として津波が発生することはなく，独立事象としての重畳の可能性も考慮して，安全

上支障のない期間に補修等の対応を行うことにより安全機能を損なわない設計とするとから，飛

来物による衝撃荷重の評価は行わない。 

 

施設名 

想定する飛来物＊1 
隣接事業所 

敷地＊2 車両 
その他物品 

(コンテナ類) 

緊急時対策所建屋 ○ ○ ①，②，③ 

使用済燃料乾式貯蔵建屋 ○ ○ ④-1，④-2 

タービン建屋 ― ○ ⑤ 

放水路ゲート ○ ○ ⑤ 
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対
策

所
 

建
屋

 

車
両

 
外

壁
 

建
屋

外
壁

 

及
び

 

屋
根

ス
ラ

ブ
 

＜
全

体
応

答
（

倒
壊

）
＞

 

評
価

対
象

外
 

…
建

屋
に

対
し

飛
来

物
の

質
量

が

非
常

に
小

さ
く

，
全

体
応

答
と

し
て

の
建

屋
へ

の
影

響
は

軽
微

と
考

え
ら

れ
る

た
め

。
 

 ＜
局

所
評

価
＞

 

重
大

事
故

緩
和

施
設

で
あ

る
た

め
，

飛
来

物
に

対
す

る
機

能
維

持

を
必

須
と

す
る

も
の

で
は

な
い

が
，

遮
蔽

機
能

の
維

持
の

可
否

を

念
の

た
め

確
認

す
る

。
＊

4
 

①
貫

通
 

D
e
g
e
n

式
に

よ
る

コ
ン

ク
リ

ー

ト
壁

の
評

価
若

し
く

は
Ｆ

Ｅ
Ｍ

衝
突

解
析

 

②
裏

面
剥

離
 

C
h
a
n
g

式
に

よ
る

コ
ン

ク
リ

ー

ト
壁

の
評

価
若

し
く

は
Ｆ

Ｅ
Ｍ

衝
突

解
析

 

・
屋

外
設

備
は

，
多

様
性

の
確

保
に

よ
り

機
能

維
持

を
図

る
 

（
別

紙
1
参

照
）

 

          ・
評

価
式

に
お

け
る

質
量

，
寸

法
，

飛
来

速
度

：
飛

散
解

析

の
結

果
か

ら
抽

出
 

・
Ｆ

Ｅ
Ｍ

衝
突

解
析

の
簡

易
形

 

状
（

箱
状

）
モ

デ
ル

 

剛
性

：
文

献
に

て
設

定
（

文

献
＊

3
よ

り
）

 

質
量

，
寸

法
，

飛
来

速
度

：

飛
散

解
析

の
結

果
か

ら
抽

出
 

・
以

下
の

場
所

か
ら

飛
来

の
可

能
性

あ
り

 

a
)
当

社
敷

地
西

端
に

接
す

る
隣

接
事

業

者
管

理
道

路
【

敷
地

①
＊

1
】

 

（
一

般
車

両
通

行
な

し
）

 

b
)
敷

地
西

方
の

隣
接

事
業

者
敷

地
 

【
敷

地
②

,
③

】
 

・
敷

地
②

,
③

（
最

短
で

建
屋

か
ら

約
1
0
0
m

超
）

か
ら

到
達

し
得

る
物

品
と

し
て

考

え
ら

れ
る

，
箱

状
の

柔
飛

来
物

（
車

両

及
び

コ
ン

テ
ナ

類
）

＊
2
の

う
ち

，
敷

地

③
の

，
建

屋
に

最
も

近
い

場
所

に
駐

車

場
が

あ
る

こ
と

，
ま

た
建

屋
に

最
も

近

い
敷

地
①

が
道

路
で

あ
る

こ
と

を
考

慮

し
て

，
車

両
を

選
定

。
 

・
使

用
済

燃
料

乾
式

貯
蔵

建
屋

に
お

け
る

評
価

と
同

様
に

中
型

ト
ラ

ッ
ク

を
想

定

す
る

。
 

 
 

車
高

 
3
6
0
0
 
m
m
 

幅
 

 
2
5
0
0
 
m
m
 

長
さ

 
8
6
0
0
 
m
m
 

 
 

質
量

 
5
0
0
0
 
k
g
 

・
遮

蔽
機

能
の

確
保

 

屋
内

設
備

 

・
下

記
用

途
の

設
備

が
内

包

さ
れ

て
い

る
。

 

（
別

紙
1
参

照
）

 

プ
ラ

ン
ト

状
況

把
握

用

設
備

 

通
信

連
絡

用
設

備
 

電
源

確
保

用
設

備
 

居
住

性
確

保
用

設
備

 

注
記

 
＊

1
 

敷
地

番
号

は
，

図
1
に

示
す

番
号

と
対

応
し

て
い

る
（

以
下

同
様

）
。

 

＊
2
 

現
地

調
査

等
に

よ
っ

て
確

認
し

た
，

種
々

の
飛

来
物

源
の

飛
散

解
析

結
果

を
基

に
整

理
 

＊
3
 

水
野

幸
治

 
著

「
自

動
車

の
衝

突
安

全
」

（
名

古
屋

大
学

出
版

会
）

 

＊
4
 

設
計

基
準

事
故

対
象

施
設

と
し

て
は

，
ク

ラ
ス

３
で

あ
る

た
め

補
修

に
よ

る
対

応
と

す
る

。
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1-7-5 

表
3
-
3
 

使
用

済
燃

料
乾

式
貯

蔵
建

屋
に

お
け

る
隣

接
事

業
所

か
ら

の
到

達
を

想
定

す
る

飛
来

物
に

対
す

る
評

価
方

針
 

施
設

名
 

隣
接

事
業

所
か

ら
の

 

到
達

を
想

定
す

る
飛

来
物

 

飛
来

物
か

ら
 

防
護

す
べ

き
対

象
 

評
価

対
象

箇
所

 
評

価
手

法
 

飛
来

物
の

 

モ
デ

ル
化

 

 

使
用

済
 

燃
料

乾
式

貯
蔵

建
屋

 

車
両

 

使
用

済
燃

料
乾

式
貯

蔵
容

器
 

（
建

屋
内

）
 

建
屋

外
壁

 
＜

全
体

応
答

（
倒

壊
）

＞
 

評
価

対
象

外
 

…
建

屋
に

対
し

飛
来

物
の

質
量

が

非
常

に
小

さ
く

，
全

体
応

答
と

し
て

の
建

屋
へ

の
影

響
は

軽
微

と
考

え
ら

れ
る

た
め

。
 

 

＜
局

所
評

価
＞

 

D
B
設

備
と

し
て

の
遮

蔽
機

能
の

維

持
の

可
否

を
確

認
す

る
た

め
に

，

評
価

を
実

施
。

＊
1
 

①
貫

通
（

遮
蔽

）
 

D
e
g
e
n

式
に

よ
る

コ
ン

ク
リ

ー

ト
壁

の
評

価
 

②
裏

面
剥

離
 

C
h
a
n
g

式
に

よ
る

コ
ン

ク
リ

ー

ト
壁

の
評

価
 

車
両

の
衝

突
を

想
定

し
た

Ｆ
Ｅ

Ｍ
衝

突
解

析
 

・
質

量
，

寸
法

，
飛

来
速

度
：

飛
散

解
析

の
結

果
か

ら
抽

出
 

・
当

社
敷

地
南

方
の

隣
接

事
業

者
敷

地

【
敷

地
④

-
1
】

か
ら

飛
来

の
可

能
性

あ

り
 

（
敷

地
④

-
2

は
，

物
品

配
置

を
防

止
す

る
措

置
を

実
施

す
る

た
め

，
飛

来
物

は
考

慮
し

な
い

）
 

・
敷

地
④

-
2

と
建

屋
の

間
に

存
在

す
る

防

潮
堤

（
高

さ
約

1
0
m
）

を
超

え
る

飛
散

高

さ
を

有
し

，
か

つ
鋼

製
材

の
影

響
を

超

え
る

物
品

（
車

両
及

び
コ

ン
テ

ナ
類

）

の
う

ち
，

敷
地

内
に

駐
車

場
が

あ
る

こ

と
を

踏
ま

え
，

車
両

を
選

定
。

 

・
建

屋
上

部
排

気
口

へ
の

到
達

を
考

慮

し
，

別
紙

5
に

お
け

る
飛

散
解

析
評

価
よ

り
，

建
屋

に
到

達
す

る
飛

来
物

モ
デ

ル

の
中

で
浮

上
高

さ
が

が
最

大
と

な
る

中

型
ト

ラ
ッ

ク
を

想
定

す
る

。
 

 
 

車
高

 
3
6
0
0
 
m
m
 

幅
 

 
2
5
0
0
 
m
m
 

長
さ

 
8
6
0
0
 
m
m
 

 
 

質
量

 
5
0
0
0
 
k
g
 

・
屋

根
面

に
は

，
飛

散
解

析
結

果
を

考

慮
す

る
と

，
車

両

類
は

た
と

え
到

達

し
た

場
合

で
も

，

飛
跡

頂
点

か
ら

屋

根
面

ま
で

の
距

離

が
小

さ
く

，
大

き

な
衝

突
速

度
に

な

ら
な

い
と

考
え

ら

れ
る

た
め

，
同

等

以
上

の
厚

さ
の

外

壁
（

垂
直

壁
）

の

評
価

で
代

表
さ

せ

る
。

 

（
別

紙
2
参

照
）

 

上
部

排
気

口
（

防
護

対
策

施
設

（
車

両
侵

入
防

止
用

）
）

 

防
護

対
策

設
備

（
車

両
防

止
柵

）
へ

の
衝

突
解

析
 

・
2
自

由
度

系
の

バ
ネ

質
点

モ
デ

ル
 

 
（

別
紙

7
参

照
）

 

簡
易

形
状

（
箱

状
）

モ
デ

ル
 

・
剛

性
：

文
献

に
て

設
定

（
文

献
＊

2
よ

り
）

 

・
質

量
，

寸
法

，
飛

来
速

度
：

飛
散

解
析

の
結

果
か

ら
抽

出
 

注
記

 
＊

1
 

壁
面

の
損

傷
が

認
め

ら
れ

た
場

合
で

も
，

外
部

へ
の

放
射

線
の

影
響

は
基

準
を

上
回

る
こ

と
は

な
い

と
評

価
さ

れ
る

こ
と

か
ら

，
補

修
に

よ
る

対
応

と
す

る
。

 

線
量

評
価

結
果

及
び

補
修

に
関

す
る

方
針

に
つ

い
て

は
，

別
紙

3
参

照
。

 

＊
2
 

水
野

幸
治

 
著

「
自

動
車

の
衝

突
安

全
」

（
名

古
屋

大
学

出
版

会
）
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1-7-6 

 

表
3
-
4
 

タ
ー

ビ
ン

建
屋

に
お

け
る

隣
接

事
業

所
か

ら
の

到
達

を
想

定
す

る
飛

来
物

に
対

す
る

評
価

方
針

 

施
設

名
 

隣
接

事
業

所
か

ら
の

 

到
達

を
想

定
す

る
飛

来
物

 

飛
来

物
か

ら
 

防
護

す
べ

き
対

象
 

評
価

対
象

箇
所

 
評

価
手

法
 

備
考

 

タ
ー

ビ
ン

 

建
屋

 
コ

ン
テ

ナ
類

 

（
コ

ン
テ

ナ
，

プ
レ

ハ
ブ

小
屋

，
物

置
等

）
 

・
主

蒸
気

管
 

・
気

体
廃

棄
物

 

処
理

系
隔

離
弁

 

建
屋

外
壁

 

＜
全

体
応

答
（

倒
壊

）
＞

 

評
価

対
象

外
 

…
建

屋
に

対
し

飛
来

物
の

質
量

が

非
常

に
小

さ
く

，
全

体
応

答
と

し
て

の
建

屋
へ

の
影

響
は

軽
微

と
考

え
ら

れ
る

た
め

。
 

 ＜
局

所
評

価
＞

 

 
評

価
対

象
外

 

…
建

屋
外

壁
に

貫
通

，
裏

面
剥

離

が
発

生
し

た
と

し
て

も
，

当
該

箇
所

付
近

に
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
が

配
置

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

，
外

部
事

象
防

護
対

象
施

設
の

安
全

機
能

を
損

な
う

こ
と

は
な

い
た

め
。

 

 

 

・
当

社
敷

地
北

方
の

隣
接

事
業

者
敷

地
【

敷

地
⑤

】
か

ら
飛

来
の

可
能

性
あ

り
 

・
敷

地
⑤

と
建

屋
の

間
に

存
在

す
る

防
潮

堤

（
高

さ
約

1
2
m
）

を
超

え
る

飛
散

高
さ

を

有
し

，
か

つ
鋼

製
材

の
影

響
を

超
え

る
物

品
（

コ
ン

テ
ナ

類
）

を
考

慮
し

選
定

 

・
飛

散
解

析
結

果
か

ら
，

車
両

に
つ

い
て

は

到
達

し
な

い
と

評
価

。
 

（
別

紙
4
 
別

図
4
-
2
参

照
）

 

・
タ

ー
ビ

ン
建

屋
外

壁
を

評
価

対
象

と

す
る

。
 

（
別

紙
4
 
別

図
4
-

1
参

照
）

 

・
屋

根
面

は
，

飛
散

解
析

結
果

を
考

慮

す
る

と
，

隣
接

事

業
所

か
ら

の
飛

来

物
の

到
達

は
考

え

難
い

こ
と

か
ら

，

評
価

対
象

外
と

す

る
。

 

（
別

紙
4
別

図
4
-
2
参

照
）
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別紙 1 

1-7-7 

緊急時対策所の設備と竜巻に対する設計方針 

 

別表 1-1 緊急時対策所の設備と竜巻に対する設計方針 

系統 

機能 

設備 配置

場所

竜巻に対する 

機能維持 設計基準対象施設 重大事故等対処設備 

必要な 

情報の 

把握 

・緊急時対策支援システム伝送装置 

・ＳＰＤＳデータ表示装置 

同左 屋内

一部

屋外

【屋内設備】 

緊急時対策所建

屋（もしくは原子炉

建屋）による外殻

防護 

 

【屋外設備】 

仮に一部の設備が

損傷した場合でも，

多様性を有する他

の回線で代替 

・データ伝送装置 同左 屋内

屋外

通信 

連絡 

・統合原子力防災ネットワークに接続する

通信連絡設備（テレビ会議システム，ＩＰ

電話，ＩＰ－ＦＡＸ） 

・携行型有線通話装置 

・衛星電話設備（固定型） 

・衛星電話設備（携帯型） 

・無線連絡設備（携帯型） 

同左 屋内

一部

屋外

・電力保安通信用電話設備 

（固定電話機，ＰＨＳ端末，ＦＡＸ） 

・送受話器（ページング） 

・無線連絡設備（固定型） 

・専用電話設備（ホットライン）（自治体向）

・テレビ会議システム（社内） 

・加入電話設備（加入電話，加入FAX） 

（左記設備は「自主対策設備」の位置

付け） 

屋内

一部

屋外

電源の 

確保 

・常用所内電気設備 
― 

屋内 【屋内設備】 

緊急時対策所建

屋（もしくは原子炉

建屋）による外殻

防護 

 

【屋外設備】 

仮に一部の設備が

損傷した場合でも，

多様性を有する他

の設備で代替 

― 

・緊急時対策所用発電機 

・緊急時対策所用発電機給油ポンプ

・緊急時対策所用Ｍ／Ｃ 

・緊急時対策所用発電機燃料油貯

蔵タンク 

屋内

居住性

の確保 

 

― 

・緊急時対策所遮蔽 屋内

屋外

【屋内の遮蔽壁】 

緊急時対策所建

屋外壁により防護 

 

【屋外の遮蔽壁】 

竜巻に対し構造健

全性を確保 

・酸素濃度計 

・二酸化炭素濃度計 

同左 屋内 緊急時対策所建

屋による外殻防護 

― 

・緊急時対策所非常用送風機 

・緊急時対策所非常用フィルタ装置 

・緊急時対策所加圧設備 

・緊急時対策所差圧計 

・可搬型モニタリング・ポスト 

・緊急時対策所エリアモニタ 

屋内 緊急時対策所建

屋による外殻防護 
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1-7-8 

 

 

 

別図 1-1 緊急時対策所建屋の構造概要 
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別紙 2 

1-7-9 

 

別図 2-1 使用済燃料乾式貯蔵建屋と隣接事業所の敷地から 

飛来物が到達し得るエリアの位置関係 
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1-7-10 

別図 2-2 植生管理エリアの物品配置防止措置 

 

別図 2-3 使用済燃料乾式貯蔵建屋の構造(南北断面) 
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別紙 3 
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使用済燃料乾式貯蔵建屋壁面への車両衝突時の影響評価と対応方針 

 

使用済燃料乾式貯蔵建屋へ隣接事業所からの飛来物として車両が衝突した場合には，建屋

の壁面が損傷し，遮蔽機能の低下をもたらす可能性があるため，その影響と対応方針につい

て，以下のとおり整理した。 

 

1. 遮蔽機能低下の影響を考慮すべき部位 

使用済燃料乾式貯蔵建屋の外壁のうち，隣接事象所敷地から設計飛来物である鋼製材の

影響を上回る飛来物が到達し得る東側外壁，南側外壁及び屋根面のうち，損傷時に遮蔽機

能の低下による線量増加の影響を考慮すべき部位を以下のとおり抽出した。 

1.1 東側外壁 

使用済燃料乾式貯蔵建屋の遮蔽機能に対する要求水準は，「人の居住の可能性のある

敷地境界外における空気カーマが年間 50 μGy 以下」※であるが，別図 3-1 に示すとお

り，東側外壁は人の居住の可能性のある敷地に面していないことから，影響評価を行わ

ない。 

※「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則の解

釈」（平成 29 年 9 月 11 日施行，原子力規制委員会）において，第 16 条（燃料体等の

取扱施設及び貯蔵施設）第 4項に関する解釈に，「乾式キャスクの設計の妥当性につい

ては，「原子力発電所内の使用済燃料の乾式キャスク貯蔵について（平成 4 年 8 月 27

日原子力安全委員会了承）に基づき確認する。」とされており，同文書において使用

済燃料乾式貯蔵建屋の設計上の判断基準として定められている。なお，第 27 条（放射

性廃棄物の処理施設）にある線量目標値は，使用済燃料乾式貯蔵建屋を含む使用済燃

料乾式貯蔵設備は対象でなく，第 28 条（放射性廃棄物の貯蔵施設）も同様に対象では

ない。第 29 条（工場等周辺における直接ガンマ線等からの防護）については，同文書

の設計上の判断基準と同等の要求である。 

 

1.2 南側外壁 

南側外壁については，別図 3-１に示すとおり，人の居住の可能性のある敷地に面す

ることから，影響評価を実施する。 

 

1.3 屋根面 

屋根面については，以下の理由から南側外壁の評価に包含されると判断し，個別の影

響評価は実施しない。 

・種々の飛来物源の解析結果によれば，飛来物の浮上高さは屋根面を大きく上回らな

いことから，下降して屋根面に衝突する時の落下速度は小さい。保守性を考慮し落
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下速度を大きく見積った場合においても，運動エネルギは設計飛来物である鋼製材

と同程度となるため，屋根スラブ（厚さ約 の鉄筋コンクリート版）の大規模

な損傷には至らず，遮蔽機能を大きく失うことはないと考えられる。 

・後述のスカイシャイン線量評価では，屋根スラブと同じ厚さの南側外壁の遮蔽効果

を，保守的に全喪失すると見なした場合の線量の増加率を屋根面由来の分も含めた

線量に適用する手法としていることから，大きな損傷が考え難い屋根面由来の線量

の増分は，この保守的な増倍率に包絡されると考えられる。  
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別図 3-1 東側及び南側外壁の向き並びに敷地境界の線量評価点
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2 使用済燃料乾式貯蔵建屋の南側外壁への飛来物の衝突による影響評価 

2.1 建屋の構造 

使用済燃料乾式貯蔵建屋の構造を別図 3-2 に示す。評価対象とする南側外壁は鉄筋コ

ンクリート製で，厚さが異なる上部と下部で構成された建屋内部には，南方への遮蔽効

果を期待できる鉄筋コンクリート製の内壁が存在する。また，屋根面は鉄筋コンクリー

トスラブに覆われている。 

このうち，影響評価の対象として抽出した南側外壁の上部外壁はスカイシャインに対

する遮蔽機能を，下部外壁は直接線に対する遮蔽機能を有している。また，内壁につい

ては直接線に対する遮蔽機能を有している。 

別図 3-2 使用済燃料乾式貯蔵建屋の構造 

 

2.2 飛来物衝突時の南側遮蔽壁の状況想定 

飛来物衝突時の使用済燃料乾式貯蔵建屋南側の遮蔽壁の状況としては，飛来物源とし

て考えられる車両やコンテナ類の影響に近いと思われる条件での車両衝突解析の文献＊

を参照すると，外壁を貫通し内壁に衝突することは考え難いため，別表 3-1 に示すとお

り，南側外壁のうち上部外壁及び下部外壁のみに飛来物衝突時の損傷を想定した。その

際，損傷を想定する部位の遮蔽能力は保守的に全喪失すると見なした。 

注記 ＊：添付「鉄筋コンクリート壁への車両衝突に関するシミュレーション事例」参照 
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別表 3-1 飛来物の衝突箇所に対する南側遮蔽壁の状況想定 

ケース 遮蔽壁の状況 
スカイシャイン及び直接線 

に対する遮蔽厚さの変化 

1 上部外壁

への衝突

上部外壁  mm) 遮蔽能力全喪失 スカイ  mm ⇒ mm 

下部外壁  mm) 健全 
直接線 変化なし  mm)

内壁 mm) 健全 

2 下部外壁

への衝突

上部外壁  mm) 健全 スカイ 変化なし  mm) 

下部外壁  mm) 遮蔽能力全喪失
直接線  mm ⇒ mm 

内壁  mm) 健全 

 

2.3 南側外壁の損傷に対する影響評価 

使用済燃料乾式貯蔵建屋からの南方への放射線に対する，人の居住の可能性のある敷

地境界の評価点は，別図 3-3 に示す I 地点となる。 

I 地点の方向に対する既存の線量率データのうち，最も I 地点に近い別図 3-3 に示す

使用済燃料乾式貯蔵建屋の南側外壁から約 500ｍ離れた地点のデータを基に＊，別表 3- 

1 で整理した状況において，I 地点における線量が要求される水準を維持しているかを

推定した。 

注記 ＊：建屋健全時の代表評価点は発電所敷地に近い別図 3-3 の E 地点近傍になることか

ら，建設時に I 地点のデータは算出していない。 
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別図 3-3 線量評価点 
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別表 3-1 のケース 1 及びケース 2 において，南側外壁のうち上部及び下部外壁をそれぞ

れ喪失した時の遮蔽厚さの減少に伴う減衰比の変化率を基に，使用済燃料乾式貯蔵建屋南

壁から 500m 地点の線量率を評価した結果を別表 3-2 に示す。 

 

別表 3-2 想定状況に対する外部線量の推定値 

評価点 ケース 線種 

健全時 

評価値 

(μGy／y)

減衰比 

変化率 

線量 

評価値 

（μGy／y）

他施設の 

寄与 

（μGy／y）

合計 

（μGy／y）

500 m 

地点 

1 

スカイ 

シャイン
0.470 約 31 倍＊1 14.57 

約 21.5＊3 

約 36.3 

直接線 0.218 なし 0.218 

2 

スカイ 

シャイン
0.470 なし 0.470 

約 43.8 

直接線 0.218 約 100 倍＊2 21.8 

注記 ＊1：（鉄筋コンクリート厚  の減衰比）／（同  の減衰比） 

健全時の値(0.470)に含まれる屋根経由の分も 31 倍することになるため，屋根スラ

ブに起こり得る軽微な損傷の影響も包含される。 

＊2：（鉄筋コンクリート厚  の減衰比）／（同  の減衰比） 

＊3：東海第二発電所の原子炉建屋，タービン建屋，廃棄物処理建屋，固体廃棄物保管建

屋，給水加熱器保管庫及び固体廃棄物作業建屋並びに東海発電所からの線量 

 

ケース 1 及びケース 2 ともに，「人の居住の可能性のある敷地境界外における空気カー

マが年間 50 μGy 以下」を 500ｍ地点においても満足することから，減衰が見込まれるよ

り遠方の I 地点においても，同様に年間 50μGy 以下となる。 

よって，使用済燃料乾式貯蔵建屋南壁の上部又は下部外壁に飛来物が衝突しても，使用

済燃料乾式貯蔵建屋の遮蔽機能は維持されると判断した。 

 

3. 壁面損傷時の対応方針について 

上述のとおり，使用済燃料乾式貯蔵建屋は，隣接事業所からの飛来物により壁面に損傷

を生じた場合でも遮蔽機能は維持されると評価されるが，損傷を発見した場合には，遅滞

なく補修を行い，機能を復旧させる方針とする。 

損傷発見時の対応方針について，別図 3-4 に基本的な考え方を示す。 
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別図 3-4 建屋壁面の損傷発見時の対応方針 

 

  

注記 ＊2：鉄筋に損傷がない場合 

＊3：鉄筋に曲げ，損傷が認められる場合

建屋壁面の損傷の発見 

損傷部の応急補修 

（仮設閉止板等の取付） 

損傷部の補修 

・コンクリート充てん＊2 

・鉄筋コンクリート壁の再打設＊3 

補修用資材の準備＊１ 

注記 ＊1：コンクリートの

性能試験等 
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（添付） 

鉄筋コンクリート壁への車両衝突に関するシミュレーション事例 

 

文献＊において，鉄筋コンクリート壁に竜巻飛来物として車両を衝突させるシミュレーシ

ョンの結果が示されている。 

文献では車両（質量 2 t，速度 47 m／s）の正面衝突及び側面衝突の両ケースを実施して

いるが，当社の飛散解析手法でも，同程度の車両の飛散速度はおおむね 40 m／s 台となる。

また，車両以外の物品で影響の大きなコンテナ類についても，当社の飛散解析結果から算出

した運動エネルギは本文献の車両の運動エネルギ（約 2200 kJ）とおおむね同程度以下であ

り，使用済燃料乾式貯蔵建屋への飛来物衝突時の影響評価に対し参考になる解析と考えられ

る。 

下図に示すように，使用済燃料乾式貯蔵建屋の  の壁面に対

しては，衝突面の損傷及び裏面剥離は見られるが，その範囲は車両の大きさと同程度に留ま

っており，またコンクリートの大規模な脱落や鉄筋の大変形及び破断は認められていないこ

とから，遮蔽機能についてはある程度維持されているものと考えられる。 

本文 3.2 節の影響評価では，衝突面においては遮蔽機能を全喪失したものとして評価して

おり，上記の解析結果から，この想定は保守性を有していると判断している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正面衝突                側面衝突 

図 車両衝突時の鉄筋コンクリート壁の損傷解析 

 

注記 ＊：Madurapperuma 他，竜巻飛来物（自動車）衝突による鉄筋コンクリート構造物の挙動，

土木学会第 11 回構造物の衝撃問題に関するシンポジウム論文集，2014 

裏面(赤)の剥離
は 認 め ら れ る

が，内部コンク
リート（緑）は
残り，鉄筋の変

形も僅か 
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別図 4-2 北方の隣接事業所南端からタービン建屋への飛来物の飛跡
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車両の飛散範囲について 

 

車両管理エリアの設定に必要な離隔距離等を考慮するための車両の飛散範囲（飛散距

離及び浮上高さ）については，以下の方針に基づきフジタモデルを用いて算出した。 

 (1) 車両の飛散解析条件 

ａ．飛散し易い形状を考慮し，代表的な寸法及び重量＊を選定する。 

注記 ＊：「箱状（表面積大）」かつ「密度が低い」物品が飛散し易いことか

ら，以下の車種を代表として選定した。 

・トラック（大型～小型のバン及び平型） 

・バス（大型～マイクロバス） 

・軽自動車（最大高（面積大），最軽量） 

・軽トラック 

・ＳＵＶ（パトロール車想定） 

ｂ．車両は地表面に位置する（地面からの初期高さ0）と見なす。 

ｃ．飛散距離に影響を与える飛散の出発点と到達点の高低差は，評価対象施設等の

配置状況を考慮し，別表5-1のとおり余裕をもって設定した。 

 

別表5-1 出発点と到達点の高低差 

飛来物源の 

位置 
東海第二発電所敷地内 隣接事業所 

到達有無の 

評価対象施設 

原子炉建屋 

タービン建屋 

排気筒 

海水ポンプ室内設備＊ 

使用済燃料乾式貯蔵建屋 

緊急時対策所建屋 

タービン建屋 

海水ポンプ室内設備＊ 

使用済燃料乾式貯蔵建屋 

高低差 20 m 0 m 

根拠 

対象施設の配置高さ（3 m盤及び8

m盤）と敷地内の車両通行箇所の

高低差に余裕を見た値 

対象施設と周辺の車両通行箇所の高

低差を考慮した値 

注記 ＊：以下の評価対象施設を示す。 

・残留熱除去系海水系ポンプ 

・非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機を含む。）用

海水ポンプ 

・残留熱除去系海水系ストレーナ 

・非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機を含む。）用

海水ストレーナ 
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別表5-2に，車両の寸法，重量，空力パラメータ，最大浮上高さ及び上記の2種

類の高低差に対する最大飛散距離を示す。 

この結果より，車両の最大浮上高さはおおむね20m未満に留まると考えられ，ま

た高低差20 m及び0 mの最大飛散距離から，車両管理エリアの設定に用いる必要離

隔距離を，敷地内及び隣接事業所からについて，それぞれ230 m，190 mとした。

飛散解析においては上記の高低差の他にも保守的な取扱いがなされており，上記

数値は保守性を有したものとなっている。 
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1-7-26 

 

 

 

 

 

 

 

別図 5-1 飛散距離と浮上高さのイメージ 

 

 

20m 

竜巻 
190 ｍ 

230 ｍ 

最大浮上高さ 
(17.0 ｍ) 
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  別紙 6 

1-7-27 

車両以外の物品の飛散距離について 

 

隣接事業所から飛来する，車両以外の飛来物源の到達範囲の設定値（250 m）については，

現場調査によって確認された飛来物源の飛散解析結果に余裕を見て設定した。 

別表6-1に，鋼製材の影響を上回ると評価された物品のうち，代表として飛散距離が大き

いものの寸法，重量及び空力パラメータ，並びに初期高さ0 mにおける最大浮上高さ及び最

大飛散距離を示す。 
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別紙 7 

1-7-29 

 

連成ばねモデルを用いた車両防止柵への衝突荷重評価について 

 

使用済燃料乾式貯蔵建屋への車両の衝突を想定した評価として、以下の 2 ケースを設定し

ているが，これらの評価に用いた衝突荷重の評価の方法は，以下の理由により異なるモデル

を採用して実施した。 

 

①使用済燃料乾式貯蔵建屋壁面への衝突 

 ・ＦＥＭを用いた衝突解析 

 （理由）コンクリートの破壊が含まれる複雑な事象になり，簡易式等での評価が難しい

ため 

 

②使用済燃料乾式貯蔵容器防護対策施設の車両防護柵への衝突 

 ・連成ばねモデルを用いた線形解析 

 （理由）車両防護柵は鋼材で構成されるため，弾性体として扱うことが可能で，且つ机

上でも計算が可能なモデルであるため。 

 

このうち，使用済燃料乾式貯蔵容器防護対策施設の車両防護柵への衝突荷重算出において

用いた，連成ばねモデルを用いた手法について，別図 7-1 に参照した文献を示す。
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1-7-30 

1
-
7
-
3
0 

 

別図 7-1 2 自由度系のバネ質点モデルの概要 

出典：「自動車の衝突安全」（名古屋大学出版会） 
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